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「ごみ」のゆくえ「ごみ」のゆくえ

　

各
家
庭
で
分
別
さ
れ
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
に
出
さ
れ
る
「
ご
み
」
。
そ
の
後
、

ど
こ
へ
運
ば
れ
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て

い
る
の
か
。
普
段
あ
ま
り
気
に
す
る
こ
と
の

な
い
「
ご
み
」
の
行
き
先
を
見
て
み
ま
し
ょ

う
。

可
燃
ご
み
と
不
燃
ご
み
の
ゆ
く
え

　

「
可
燃
ご
み
」
は
、
西
部
リ
レ
ー
セ
ン
タ

ー
を
経
由
し
て
、
「
県
央
県
南
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
に
運
ば
れ
ま
す
。
こ
こ
で
処
理
さ

れ
た
可
燃
ご
み
は
、
「
ス
ラ
グ
」
「
硫
黄
」

「
工
業
塩
」
「
金
属
水
酸
化
物
」
と
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
資
源
と
し
て
再
利
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
処
理
の
過
程
で
発
生
し
た
精
製

ガ
ス
は
、
発
電
や
工
場
内
ボ
イ
ラ
の
燃
料
と

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
施
設
か
ら

最
終
処
分
場
へ
運
ば
れ
、
埋
め
立
て
処
分
さ

れ
る
も
の
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
不
燃
ご
み
」
「
有
害
ご
み
」
「
空
き
か

ん
」
「
空
き
び
ん
」
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
さ
れ
た
あ
と
、
「
県
央
不
燃
物
再
生

セ
ン
タ
ー
」
と
「
県
北
衛
生
社
島
原
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ン
ト
」
に
運
ば
れ
ま
す
。

　

県
央
不
燃
物
再
生
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ

た
ご
み
は
、
「
有
害
物
」
「
ガ
ラ
ス
」
「
ア

ル
ミ
・
鉄
等
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
有
害
物

は
北
海
道
の
工
場
で
水
銀
の
抽
出
処
理
後
、

再
利
用
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
は
大
阪
市
の
工
場
で

ガ
ラ
ス
製
品
の
原
材
料
と
な
り
、
ア
ル
ミ
・

鉄
等
は
長
崎
市
の
工
場
で
ア
ル
ミ
や
鉄
製
品

の
原
材
料
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
搬
入
さ
れ

た
ご
み
か
ら
出
た
「
可
燃
ご
み
」
は
、
県
央

県
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
ま
す
。

　

島
原
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
で
処
理
さ
れ

〔特集〕〔特集〕

私たちが便利で快適な生活をする上で、必ず出てくる「ごみ」
私たちの生活と切り離すことのできない「ごみ」

家庭から出た「ごみ」は、どのように処理されているのか 
その行方を追ってみました 

私たちが便利で快適な生活をする上で、必ず出てくる「ごみ」
私たちの生活と切り離すことのできない「ごみ」

家庭から出た「ごみ」は、どのように処理されているのか 
その行方を追ってみました 
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可燃ごみ

不燃ごみ

資源ごみ
（空きびん）

不燃ごみ
（有害ごみ）

資源ごみ
（空きかん）

ごみステーション
（市内720か所）

ごみステーション
（市内720か所）

島原リサイクル
プラント

（島原市西町）

県央不燃物
再生センター

（諫早市福田町）

西部リレーセンター
（千々石町）

県央県南クリーンセンター
（諫早市福田町）

○鉱業関係処理工場
　（北海道）
○ガラス工場
　（大阪府）
○金属関係工場
　（北海道）

○鉱業関係処理工場
　（北九州市）
○ガラス工場
　（兵庫県）
○金属関係工場
　（熊本県、南島原市）

○水銀の再利用
○ガラス製品の原材料
○アルミ製品の原材料
○鉄製品の原材料

○スラグ※…インターロッキングブロック※

○メタル…工業用金属の原材料
○精製ガス…発電や工場内ボイラの燃料
○硫黄…硫酸の原料
○工業塩…苛性ソーダなど工業用の原材料
○金属水酸化物…鉛や亜鉛など精錬所で資源化

○水銀の再利用
○ガラス製品の原材料
○アルミ製品の原材料
○鉄製品の原材料

直接搬入
委託収集委託収集委託収集

直接搬入

最終処分
（埋め立て）

最終処分
（埋め立て）

県央県南クリーンセンターでは、排出
されるものはすべて再利用され、最終
処分（埋め立て）されるものはありません

※１ スラグ…ごみを高温で溶融する際に生成される
　 　　　　　ガラス状の固形物のこと
※２ インターロッキングブロック
　 …建設資材の一種で、歩道の敷石などに使われます

残さ焼却

「ごみ」のゆくえ
〔特集〕

私たちが便利で快適な生活をする上で、必ず出てくる「ごみ」
私たちの生活と切り離すことのできない「ごみ」

家庭から出た「ごみ」は、どのように処理されているのか 
その行方を追ってみました 
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ダンボール
雑誌

新聞

紙製容器包装発泡スチロール
古着

白色トレイプラスチック製
容器包装

牛乳パック
ペットボトル

長崎県クリーン事業
協同組合第６工場
（諫早市多良見町）

○繊維関係工場
　（山口県）
○食品資材関係工場
　（鹿児島県）

○製紙工場
　（大分県、宮崎県、
　　愛媛県、熊本県、
　　佐賀県、徳島県）
○古紙取扱工場
　（佐賀県）

○樹脂製品製造工場
　（佐賀県）
○樹脂輸送工場
　（佐賀県）
○古布取扱工場
　（佐賀県）

ごみステーション
（市内720か所）ストックハウス（市内５か所）・分け兵衛ハウス（南串山町内30か所）

○服の材料
○自動車の一部材料
○卵パックの材料

○ダンボールの原紙
○新聞紙の原紙
○菓子箱の原紙
○紙製容器包装紙の原紙
○トイレットペーパー

○白色トレイ
○発泡スチロールの原材料
○おもちゃなどの原材料
○輸送用パレットの原材料
○古着
○工場用ウエス

長崎県クリーン事業
協同組合第５工場
（大村市今富町）

長崎県クリーン事業
協同組合第７工場
（諫早市多良見町）

西日本ペットボトル
リサイクル株式会社
（北九州市）

利用不可能な
ものは、焼却
処理されます。

た
ご
み
も
同
様
に
分
け
ら
れ
、そ
れ
ぞ
れ
「
有

害
物
」
は
北
九
州
市
で
、「
ガ
ラ
ス
」
は
兵

庫
県
宝
塚
市
で
、「
ア
ル
ミ
・
鉄
等
」
は
熊

本
県
荒
尾
市
や
南
島
原
市
で
再
生
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
２
つ
の
施
設
に
お
い
て
再
生
不
可
能

だ
っ
た
も
の
は
、
最
終
処
分
場
に
運
ば
れ
て

埋
め
立
て
処
分
さ
れ
ま
す
。

資
源
ご
み
の
ゆ
く
え

　

次
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
資
源
ご
み

は
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
市
内
の
保
管
施
設
を
経
由
し
て
、

長
崎
県
ク
リ
ー
ン
事
業
協
同
組
合
に
運
ば
れ
、

選
別
な
ど
の
処
理
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、

北
九
州
市
の
「
西
日
本
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ

イ
ク
ル
株
式
会
社
」
へ
運
ば
れ
、
再
生
処
理

が
行
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
再
生
処
理

さ
れ
た
も
の
が
山
口
県
周
南
市
の
工
場
で
服

の
原
材
料
や
自
動
車
の
一
部
材
料
に
な
っ
た

り
、
鹿
児
島
市
の
工
場
で
卵
パ
ッ
ク
の
材
料

に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
」「
新
聞
・
雑
誌
」「
紙
製

容
器
包
装
」「
牛
乳
パ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
紙

類
資
源
物
は
、
市
内
５
か
所
の
※

ス
ト
ッ
ク

ハ
ウ
ス
と
南
串
山
町
内
に
あ
る
30
か
所
の
※

分

け
兵
衛
ハ
ウ
ス
に
集
め
ら
れ
、
長
崎
県
ク
リ

ー
ン
事
業
協
同
組
合
に
よ
っ
て
搬
送
選
別
さ

れ
ま
す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
や
新
聞
・
雑
誌
は
、

宮
崎
県
や
熊
本
県
な
ど
の
工
場
で
ダ
ン
ボ
ー

ル
の
原
紙
や
新
聞
の
原
紙
、
菓
子
箱
の
原
紙

な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
紙
製
容
器
包

装
は
、
佐
賀
県
の
工
場
で
紙
製
容
器
包
装
の

原
紙
と
な
り
、
牛
乳
パ
ッ
ク
は
、
大
分
県
の

工
場
な
ど
で
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
生
ま
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至瑞穂至愛野

雲仙市役所
吾妻町
ふるさと
会館

Ｎ

251

至島原市至瑞穂

国見
総合
支所

Ｎ

251

至国見至吾妻

瑞穂総合
支所Ｎ

251

至小浜至愛野

千
々
石
浄
化

セ
ン
タ
ー

ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド

Ｎ

57

至千々石至南串山

小
浜
町

体
育
館

南
本
町

公
民
館

Ｎ

251

国見町リサイクル
ストックハウス

瑞穂町リサイクル
ストックハウス

吾妻町リサイクル
ストックハウス

小浜町リサイクル
ストックハウス

千々石町リサイクル
ストックハウス

市内ストックハウス位置図

れ
変
わ
り
ま
す
。

　
「
白
色
ト
レ
イ
」「
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
」

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」
と
い
っ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
資
源
物
も
、
市
内
の
ス
ト

ッ
ク
ハ
ウ
ス
や
分
け
兵
衛
ハ
ウ
ス
に
集
め
ら

れ
、
長
崎
県
ク
リ
ー
ン
事
業
協
同
組
合
に
よ

っ
て
搬
送
選
別
さ
れ
ま
す
。
白
色
ト
レ
イ
は
、

佐
賀
県
の
工
場
で
再
び
白
色
ト
レ
イ
と
な
り

ま
す
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
は
、
佐
賀
県
の
工
場
で
※

フ
レ
ー

ク
状
に
加
工
さ
れ
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
や
※

搬

送
用
パ
レ
ッ
ト
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
原
材
料

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　
「
古
着
」
も
、
市
内
の
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス

や
分
け
兵
衛
ハ
ウ
ス
に
集
め
ら
れ
、
長
崎
県

ク
リ
ー
ン
事
業
協
同
組
合
に
よ
っ
て
搬
送
選

別
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
佐
賀
県
の
工
場
で

古
着
や
※

工
場
用
ウ
エ
ス
と
し
て
再
利
用
さ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
一
部
は
利
用
不
可
能
な

も
の
と
し
て
焼
却
処
理
さ
れ
ま
す
。

●南串山町の分け兵衛ハウスは、各
　自治会ごとに管理されていますの
　で、設置場所や利用日時などにつ
　いては、お住まいの自治会長さん
　にお尋ねください。

（愛野町のストックハウスは、今年度建設予定です）

特集　「ごみ」のゆくえ

※
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
…
家
庭
で
発
生
す
る
リ
サ

　

イ
ク
ル
可
能
な
ご
み
を
一
時
的
に
保
管
し
て

　

お
く
施
設
。
市
内
５
か
所
に
設
置
（
下
図
参

　

照
）
。
そ
れ
ぞ
れ
に
利
用
可
能
な
日
は
、
環

　

境
カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
分
け
兵
衛
ハ
ウ
ス
…
南
串
山
町
で
各
自
治
会

　

ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る
小
型
の
ス
ト
ッ
ク

　

ハ
ウ
ス
。
利
用
可
能
な
日
は
、
環
境
カ
レ
ン

　

ダ
ー
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

※
フ
レ
ー
ク
…
薄
片
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
発

　

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
細
か
く
粉
砕
し
て
小

　

片
に
し
た
も
の
。
再
生
の
た
め
の
加
工
が
容

　

易
に
な
り
ま
す
。

※
搬
送
用
パ
レ
ッ
ト
…
搬
送
時
に
荷
物
を
載
せ

　

る
台
に
な
る
「
す
の
こ
」
の
こ
と
。

※
工
場
用
ウ
エ
ス
…
機
械
類
の
油
を
拭
き
取
っ

　

た
り
、
汚
れ
・
不
純
物
な
ど
を
拭
き
取
っ
て

　

き
れ
い
に
す
る
た
め
に
用
い
る
布
の
こ
と
。
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可燃ごみ

13,356ｔ
（726ｇ）

不燃ごみ
（有害ごみ）

14ｔ
（1ｇ）

不燃ごみ

614ｔ
（33ｇ）

資源ごみ
（空きかん）

132ｔ
（7ｇ）

資源ごみ
（空きびん）

196ｔ
（11ｇ）

ペットボトル

75ｔ
（4ｇ）

市
内
か
ら
出
る
「
ご
み
」
の
量

　

そ
れ
で
は
、
一
体
ど
れ
ぐ
ら
い
の
量
の

「
ご
み
」
が
処
理
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

平
成
19
年
度
の
１
年
間
で
見
て
み
る
と
、

「
可
燃
ご
み
」
が
１
万
３
千
３
５
６
ト
ン
、

「
不
燃
ご
み
」
が
６
１
４
ト
ン
、
「
有
害

ご
み
」
が
14
ト
ン
、
「
空
き
か
ん
」
が
１

３
２
ト
ン
、
「
空
き
び
ん
」
が
１
９
６
ト

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
、
こ
れ

ら
の
ほ
と
ん
ど
が
再
資
源
化
ま
た
は
別
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
お
り
、

最
終
処
分
に
運
ば
れ
埋
め
立
て
処
理
さ
れ

る
の
は
１
５
７
ト
ン
で
、
全
体
の
約
１
％

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
な
ど
に
運
ば

れ
、
再
利
用
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
こ
ち

ら
も
平
成
19
年
度
１
年
間
で
、
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
」
が
75
ト
ン
、
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
」

が
35
ト
ン
、
「
新
聞
・
雑
誌
」
が
２
７
４

ト
ン
、
「
紙
製
容
器
包
装
」
が
６
ト
ン
、

「
牛
乳
パ
ッ
ク
」
が
２
ト
ン
、
「
白
色
ト

レ
イ
」
が
１
ト
ン
、
「
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
」
が
１
ト
ン
、
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
」
が
７
ト
ン
、
「
古
着
」
が
24
ト

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
古
着

の
一
部
が
再
利
用
が
不
可
能
な
も
の
と
し

て
焼
却
処
分
さ
れ
る
以
外
は
、
す
べ
て
再

資
源
化
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ご
み
」
削
減
の
効
果

　

雲
仙
市
の
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
可
燃

ご
み
の
量
に
つ
い
て
は
、
１
人
１
日
あ
た

り
約
５
３
２
グ
ラ
ム
に
な
り
ま
す
（
平
成

19
年
度
推
定
値
）
。
こ
れ
は
、
お
よ
そ
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
４
個
分
の
重
さ
に
な

り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
だ
け
の
量
の

可
燃
ご
み
を
毎
日
捨
て
て
い
る
こ
と
に
な

る
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
私
た
ち
が
出
す
可
燃
ご
み
の

量
を
、
１
人
１
日
53
グ
ラ
ム
（
１
日
に
出

す
ご
み
の
量
の
約
１
割
）
減
ら
し
た
と
す

る
と
、
年
間
で
約
９
７
３
ト
ン
の
削
減
に

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
４
人
家
族
で
週
２

回
可
燃
ご
み
を
出
し
て
い
る
家
庭
で
考
え

る
と
、
１
回
に
出
す
可
燃
ご
み
の
量
を
７

４
２
グ
ラ
ム
減
ら
せ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
生
ご
み
の
水
切
り
を
徹

底
し
た
り
、
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
た
り
す

る
こ
と
で
、
十
分
に
実
現
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
可
燃
ご
み
の
削
減
が
実
現

し
た
場
合
、
平
成
19
年
度
の
実
績
で
計
算

す
る
と
、
年
間
の
経
費
が
約
１
３
２
５
万

円
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
削
減
の
た
め
に
は
、
生
ご
み

減
量
化
の
ほ
か
、
容
器
包
装
、
新
聞
・
雑

誌
な
ど
の
資
源
ご
み
を
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス

な
ど
に
出
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
方
法
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
贈
答
品
は
簡
易
包
装

で
行
う
な
ど
、
「
ご
み
」
に
な
る
も
の
を

つ
く
ら
な
い
（
断
る
）
こ
と
も
有
効
な
方

１年間に処理される「ごみ」の量（平成19年度）

※（　）内は、１人１日あたりに換算した量
　人口50,428人で計算

１回に出す可燃ごみの量を７４２グラム減らすと…

雲仙市全体で年間約973トンのごみ削減になります

雲仙市全体で年間約1,325万円の負担金削減になります

（４人家族で、週２回ごみ出しする場合）

742ｇ／4人 × 2回 × 52週 × 50,428人 ≒ 972,857㎏

972,857㎏　×　13.62円※　＝　13,250,312円

※平成19年度における可燃ごみ１㎏あたりの組合負担金ごみ量割換算金額

７４２グラムって、どのくらい
○空の牛乳パック　○マンガ週刊誌
　25枚　　　　　　　１冊

● 広報うんぜん
平成20年9月6



法
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
経
費
削
減

　

現
在
、
ス
ト
ッ
ク
ハ
ウ
ス
な
ど
に
資
源

ご
み
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に

は
、
実
際
に
資
源
と
し
て
有
償
で
引
き
取

ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

そ
れ
ら
の
資
源
ご
み
が
資
源
と
し
て
引
き

取
ら
れ
る
ま
で
に
は
、
運
搬
や
保
管
、
選

別
と
い
っ
た
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
資
源
ご
み
を
す
べ

て
可
燃
ご
み
と
し
て
処
理
し
た
場
合
と
単

純
に
比
較
す
る
と
、
そ
の
経
費
削
減
効
果

は
、
約
４
８
６
万
円
に
も
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
処
理
量
を
も
と
に
市
の
費
用
を
比

較
し
た
だ
け
で
す
が
、
「
ご
み
」
を
資
源

と
し
て
活
か
す
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
生
ま
れ
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
器
購
入
費
助
成

　

こ
の
ほ
か
、
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る

た
め
の
一
環
と
し
て
、
市
で
は
「
生
ご
み

処
理
機
器
購
入
費
助
成
事
業
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み

を
堆
肥
化
す
る
こ
と
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

環
を
広
げ
、
可
燃
ご
み
の
減
量
化
や
可
燃

ご
み
袋
の
節
約
な
ど
に
よ
る
二
酸
化
炭
素

の
発
生
を
抑
制
し
、
地
球
温
暖
化
対
策
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
と
し
て
は
、
生
ご
み
を

堆
肥
化
す
る
処
理
容
器
や
処
理
機
の
購
入

費
用
の
２
分
の
１
を
助
成
し
ま
す
。
た
だ

し
、
処
理
容
器
の
場
合
は
、
１
世
帯
に
２

個
、
１
個
あ
た
り
５
千
円
を
限
度
と
し
、

処
理
機
の
場
合
は
、
１
世
帯
に
１
台
、
１

台
あ
た
り
２
万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

　

購
入
の
前
に
手
続
き
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
環

境
班
（
☎
38
‐
３
１
１
１
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
「
ご
み
」
に
関
し
て
は
、
「
雲

仙
市
ゴ
ミ
の
分
け
方
・
出
し
方
ル
ー
ル
ブ

ッ
ク
」
や
「
環
境
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
環
境
政
策
課
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

特集　「ごみ」のゆくえ

　私たちの家庭から出た「可燃ごみ」などが集めら
れるごみステーション。このごみステーションは、
自治会で管理され、皆さんの善意と協力によって清
潔に保たれています。そして、ごみステーションは、
家庭から出たごみを捨てるための「ごみ捨て場」で
はなく、皆さんのごみを清潔で安全に処理するため
に一時的に保管する場所なのです。自治会共有の場
所として、ルールを守り、気持ちよく利用しましょう。

～ごみステーションのはなし～

○資源ごみのリサイクルによる経費削減効果

リサイクルによる収入が経費を上回っているため、市の実質的負担がマイナスとなります。経費を上回った分の収入は、ごみ処理事業の
経費に充てられています。
１㎏あたり13.62円（平成19年度組合負担金ごみ量割換算額）が経費として必要となります。
プラスチック類資源物ではリサイクルにより削減できた経費がマイナスとなり、市の経費削減はできませんが、地球環境への影響や資源
の再利用などを考え、分別処理を行っています。

※1

※2
※3

資源ごみの種類 市で処理
した量

資源ごみの
運搬・選別
などにかかる
経費
　 ①

リサイクル
による収入

② ④ ⑤（④－③）

市が実質的
に負担する
経費（経費
－収入）
③（①－②）

リサイクルしなかった場合平成19年度実績
可燃ごみと
して市が負
担すること
になる経費  

リサイクル
した場合と
比較して削
減できた経費

紙類資源物

プラスチック類資源物

古着

合　計

（トン） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

317

9

24

425

1,580

750

25

4,748

1,201

0

0

3,822

379

750

25

926

4,318

123

327

5,790

3,939

－627
※3

※2

302

4,864

ペットボトル 75 2,393 2,621 －228 1,022 1,250
※1

7● 広報うんぜん
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○●総合計画における数値目標の進捗状況●○
　市では、総合計画に掲げる“数値目標”の達成に向け、全力で取り組んでいます。このたび、計画
の適切な進行管理のため、平成19年度の進捗状況を取りまとめましたので、今月号から数回にわ
たり、広報紙で市民の皆さまにお知らせします。

基本方針①　みんなでつくるまちづくり

政策１　参加と協働のまちづくり
　市民が交流を深める機会の創出に努め、市民・団体・企業などが行政と協働して問題を解決するシステムづ
くりに取り組みます。また、地域コミュニティを守り育てる施策を推進します。

基準値（H18）
実績値（H19）
目標値（H23）

28,500人/年
37,380人/年

31,500人/年

○ふるさと産業まつりへの参加者数（観光物産まちづくり推進課）
基準値
実績値（H19）
目標値（H23）

新規
29団体

50団体

○NPO・地域ボランティア活動支援センターへの登録団体数（政策企画課）

基準値（H18）
実績値（H19）
目標値（H23）

33団体
38団体

48団体

○地域づくり活動団体数（政策企画課）
基準値
実績値（H19）
目標値（H23）

新規
0件

延べ12件

○雲仙塾による政策提言数（政策企画課）

政策３　効果的でわかりやすい行財政運営
　限られた財源の中で、雲仙市にふさわしい行財政運営のあり方を構築していきます。また、行政情報システ
ムの高度化により、住民サービスの迅速化を図ります。

基準値（H18）
実績値（H19）
目標値（H23）

490人
457人

420人

○市職員数（人事課）
基準値（H18）
実績値（H19）
目標値（H23）

14施設
8施設

40施設

○指定管理者制度の導入施設数（人事課）

基準値（H18）
実績値（H19）
目標値（H23）

307,296件
386,051件
400,000件

○市ホームページのアクセス件数（政策企画課）
基準値（H17）
実績値（H19）
目標値（H23）

88.1％
89.2％
92.4％

○市税等収納率（税務課）

基準値（H18）
実績値（H19）
目標値（H23）

0.7％
11.8％

100.0％

○公共用地のうち未登記物件の登記率（用地課）
基準値（H17）
実績値（H19）
目標値（H23）

2億円
延べ8億7千9百万円

○合併後のコスト（人件費、物件費）縮減累計額（財政課）

政策２　人権尊重・男女共同参画社会づくり
　人権を尊重する社会の実現を目指し、人権教育による人権尊重意識の啓発、人権問題の未然防止、早期発見、
解決を図れるよう環境の整備に努めます。また、あらゆる分野への男女共同参画を推進します。

基準値（H18）
実績値（H19）
目標値（H23）

2,546人/年
4,256人/年

5,760人/年

○人権啓発研修会等への参加者数（市民課・生涯学習課）
基準値（H18）
実績値（H19）
目標値（H23）

17.7％
17.7％

22.1％

○市審議会等における女性委員登用率（政策企画課）

延べ16億円

う ん ぜ ん ク リ ッ ク

● 広報うんぜん
平成20年9月8
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イメージキャラクター募集

　７月21日から23日まで、小浜温泉で「アメリカン・サマー
キャンプ」が開かれました。九州各地から集まった生徒にアメ
リカからの講師を含め、１２８人が参加し、英語体験やキャン
プファイヤーなどを行いました。
　このようなニューツーリズムは、最近新しい観光素材として
注目されており、今後は市や観光協議会でも推進していく予定
です。

　小浜温泉観光協会のまち歩き部会では、小浜温泉の「キャラク
ター」を募集します。これは、「熱量日本一の小浜温泉」をテー
マに、観光客に親しまれる観光地づくりを目指す同部会が、地域
全体で魅力ある観光地づくりの一環として行うものです。
　採用されたキャラクターは、小浜温泉観光協会の各種イベント
などで使われるほか、小浜温泉の広報活動に幅広く使われる予定
です。応募期限は９月30日（火）。
　詳しくは、小浜温泉観光協会ホームページ（http://www.obama.or.jp/）
をご覧ください。
【問い合わせ】
小浜温泉観光協会
☎0957-74-2672　ファックス0957-74-2884

　雲仙温泉では、８月２日から24日にかけて「ハイカラさん
の街フェスタ」が開かれました。毎年好評のドレスやタキシー
ドがレンタルできるハイカラ写真館やミニライブイベントに多
くの人が訪れました。さらに今年は、雲仙と同じく外国との交
流に長い歴史を持つ長崎市大浦地区との友好イベントも行われ、
今後ますますの発展が期待されます。

　国民保養温泉地協議会総会が７月17日から18日まで行われ、
全国各地から会員の皆さんが雲仙を訪れました。
　総会終了後には、温泉ソムリエの石井宏子先生をはじめとし
た有識者のかたがたによる講演会があり、地元住民のみなさん
も熱心に聞き入りました。石井先生は、17日に小浜総合支所
でも「雲仙温泉と小浜温泉の美容力活用法」をテーマに講演会
を行い、多くの人で賑わいました。

小浜温泉をフィールドに

雲仙で「ルネッサ～ンス」

温泉の魅力について考える

７/26（土）～９/29（月）
本多家ゆかりの人々と国際交流展〔小浜町歴史資料館〕
９/23（火・祝）
ステップアップ９２３　くにみの日〔有明フェリー駐車場〕
9/28（日）
ちぢわサンドアートフェスティバル〔千々石海岸〕
10/12（日）
ダイワスーパーバトルカップ　投　2008〔千々石海岸〕

秋の雲仙市も
イベントが盛りだくさん
さあ、みんなででかけよう

協定書を交わす雲仙地区と長崎市大浦地区の代表

国民保養温泉地協議会総会であいさつする奥村市長

キャンプファイヤーを楽しむ参加者たち

9● 広報うんぜん
平成20年9月



住
宅
用
地
分
譲
の
お
知
ら
せ

牛口みなとタウン
区画図

牛口みなと公園 ※分譲区画については、
　平成20年８月１日現在
　のものです。

管
財
課　

財
産
管
理
班（
☎
38-

３
１
１
１
）

問

Ｎ

745番19
地番 面籍 ㎡価格 分譲価格

306㎡（約93坪） 9,404円/㎡ 2,877,624円
745番20 282㎡（約85坪） 9,404円/㎡ 2,651,928円
745番21 321㎡（約97坪） 9,404円/㎡ 3,018,684円
745番22 511㎡（約155坪） 9,672円/㎡ 4,942,392円
745番23 451㎡（約136坪） 9,672円/㎡ 4,362,072円
745番24 451㎡（約136坪） 9,672円/㎡ 4,362,072円
745番25 444㎡（約134坪） 9,730円/㎡ 4,320,120円
745番26 411㎡（約124坪） 9,672円/㎡ 3,975,192円
745番27 389㎡（約118坪） 9,404円/㎡ 3,658,156円
745番28 355㎡（約107坪） 9,404円/㎡ 3,338,420円
745番29 355㎡（約107坪） 9,404円/㎡ 3,338,420円
745番30 363㎡（約110坪） 9,672円/㎡ 3,510,936円
745番31 356㎡（約108坪） 9,672円/㎡ 3,443,232円
745番32 349㎡（約106坪） 9,404円/㎡ 3,281,996円
745番33 349㎡（約106坪） 9,404円/㎡ 3,281,996円
745番34 383㎡（約116坪） 9,404円/㎡ 3,601,732円
745番35 404㎡（約122坪） 9,672円/㎡ 3,907,488円
745番36 438㎡（約132坪） 9,672円/㎡ 4,236,336円
745番37 412㎡（約125坪） 9,404円/㎡ 3,874,448円
745番38 423㎡（約128坪） 9,404円/㎡ 3,977,892円
745番39 410㎡（約124坪） 9,404円/㎡ 3,855,640円
745番40 315㎡（約95坪） 9,672円/㎡ 3,046,680円

１

１

２

２

３

３

４

４

５

５

６

６

７

７

８

８

９

９

10

10

11

11

12

12

13

13

14

14

15

15

16

16

17

17

18

18

19

19

20

20

21

21

22

22

【住宅用地分譲一覧】

●所在／雲仙市吾妻町牛口名字牛口●地目／雑種地●用途地域／都
市計画区域外、用途指定なし●電気／九州電力●ガス／各戸プロパ
ン●上水道／市営●下水道／市営コミュニティプラント（し尿生活
雑排水処理施設）●交通／島原鉄道吾妻駅（徒歩５分）、島鉄バス雲
仙市役所前バス停（徒歩 10 分）●道路／アスファルト舗装（幹線道
路９ｍ、区画道路６ｍ）●教育施設（校区）／市立大塚小学校（徒歩
15分）、市立吾妻中学校（徒歩 10分）●その他／公園に隣接

　

市
で
は
、
牛
口
み
な
と
タ
ウ
ン

の
一
般
分
譲
を
行
い
ま
す
。
一
区

画
に
複
数
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た

場
合
は
、
抽
選
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
受
付
期
間

○
第
１
回
受
付
期
間

　

９
月
１
日（
月
）〜
30
日（
火
）

　

※
個
人
の
応
募
に
限
り
ま
す
。

○
第
２
回
受
付
期
間

　

11
月
４
日（
火
）〜
28
日（
金
）

　

※
個
人
・
法
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

受
付
時
間

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

※
土
、
日
、
祝
日
は
受
付
を
行

　
　

い
ま
せ
ん
。

受
付
場
所

　

雲
仙
市
役
所　

管
財
課

申
し
込
み
方
法

○
本
人
ま
た
は
委
任
さ
れ
た
人（
委

任
状
が
必
要
）が
、受
付
期
間
内
に

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、受

付
場
所
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、次
の
申
し
込
み
は
無
効
と

な
り
ま
す
の
で
、十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

１
．虚
偽
の
申
し
込
み

　

２
．郵
送
ま
た
は
電
送
に
よ
る

　
　

申
し
込
み

○
連
名
に
よ
る
申
し
込
み
の
場
合

は
、代
表
者
を
選
任
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
資
格

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
個
人

ま
た
は
法
人
と
し
ま
す
。

○
分
譲
代
金
の
支
払
い
が
で
き
る

　

も
の

○
成
年
被
後
見
人
も
し
く
は
被
保

　

佐
人
ま
た
は
破
産
者
で
な
い
も

　

の
○
市
町
村
税
の
未
納
が
な
い
も
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
管
財
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
に
置
い
て
あ
る

「
牛
口
み
な
と
タ
ウ
ン
分
譲
の
ご

案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

う 

し    

ぐ 

ち
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平成 21 年秋に本県で開かれる「第 33 回全国育樹祭」を記念し、
「ながさき森林のつどい」が行われます

小浜町農村青年振興会では、新品種ジャガイモ「アイユタカ」のPR活動を行ってい
ますが、さらに多くの人々に知ってもらえるように愛称・キャッチコピーを募集します。

日時　10 月 19 日（日）
　　　　開場：午前 10 時～
　　　　式典：午前 10 時 30 分～
場所　雲仙市百花台公園（国見町）
内容　○故郷の恵み感謝祭（物産市）　
　　　　　　　　　　　　午前 9 時 30 分～
　　　　○記念植樹
　　　　○木工教室　　　　　申し込みが　
　　　　○森の音楽会　　　　必要です
　　　　○紙芝居
主催　長崎県緑化推進協会、長崎県、
　　　第 33 回全国育樹祭長崎県実行委員会
共催　雲仙市、島原市、南島原市
申込および問合せ先
　　　　・全国育樹祭準備室　（☎095-895-2971）
　　　　・長崎林業事務所　　（☎095-843-3001）
　　　　・島原振興局林務課　（☎0957-63-5073）
　　　　・県北振興局林業部　（☎0956-22-1776）

↑第 33 回全国育樹祭のポスター
　原画（最優秀賞）　
　廣田穂乃香さん（国見高等学校）
　の作品です

～

　秋の農繁期を迎え、農作業時に農業機械を使用する頻度
が増えてくると、農作業事故発生の危険性も高まります。
　農作業事故は、トラクターなど農業機械の運転操作の誤
りによる転倒や転落が多く、発生場所は農地以外の道路や
敷地内においても多く発生しています。
　また、60歳以上の人の事故が全体の88％を占めています。

　長時間の作業はこまめに休憩をとりながら行い、機械作
業時には万一の事故に対処できるよう、トラクターに安全
キャブやフレームなど安全装備をつけるとともに、二人以
上で農作業を行うよう努めましょう。

作品使用方法
「アイユタカ」のPR活動の一環として、パンフレット、
　広報、ポスターなど広く使用します。
作品規定
「アイユタカ」とあわせて小浜のイメージや特徴に合う愛称・キャッチコピー
「アイユタカ」の特徴
　　○ビューティー：今までのジャガイモに比べ、ビタミンが1.5倍
　　○ヘルシー：栄養分が豊富なのに炭水化物は少ない
　　○エコノミー：皮がむきやすく味の染み込みが早いので、短時間で調理ができる
　　○テイスティ：身が柔らかく食感が滑らかで、冷えてもおいしい
　　○ブライト：肉色が明るい黄色で、料理の彩りが鮮やか
賞　最優秀賞（小浜温泉 伊勢屋旅館 1泊2日 ペア温泉宿泊券・「アイユタカ」10㎏）
　　優秀賞（小浜温泉 うぐいすや旅館 ペア食事券・「アイユタカ」10㎏）ほか
応募方法　①愛称またはキャッチコピー②理由③住所④氏名⑤年齢を記入し、
　　　　　　　　　　　　 FAXまたはEメールやはがきで応募してください。
応募期限　9月30日（火）まで　※詳しくは、おたずねください。　　　　
応募先および問合せ先
小浜町農村青年振興会アイユタカ愛称募集係
【FAX】0957（74）9878
【Eメール】aiyutaka4h-01@yahoo.co.jp
【はがき】〒854-0592　雲仙市小浜町北本町14（小浜総合支所産業建設課内）

11● 広報うんぜん
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平成20年度 長崎県中学校総合体育大会結果

プールに集まれ！～みずほすこやかランド～

７月２６日～２８日にかけて、県内各地で平成２０年度長崎
県中学校総合体育大会がありました。
市の大会を勝ち抜き出場した選手の皆さんは、今までの成果
が発揮できるよう頑張りました。
なお、結果は次のとおりです。

【サッカー】　　　　　　国見中学校　３位
【ソフトテニス】　男子　国見中学校　３位
【バレーボール】　男子　南串中学校　３位
【卓球】　　　　　男子　小浜中学校　優勝
　　　　　　　　女子　小浜中学校　優勝

【柔道】　男子　６６㎏級　　　　　　　藤田道大（吾妻中）　　３位
　　　　女子　４４㎏級　　　　　　　山本乙羽（小浜中）　　３位
　　　　　　　４８㎏級　　　　　　　北村琴子（瑞穂中）　　準優勝
【水泳】　女子　２００ｍ個人メドレー　川原葵（国見中）　　　３位（２分４１秒７６）
【陸上】　男子　１年１００ｍ　　　　　堀川雄斗（千々石中）　２位（１２秒３２）
　　　　　　　３年１５００m　　　　本田力也（千々石中）　２位（４分１６秒６９）
　　　　女子　砲丸投げ　　　　　　　三宅亜好沙（南串中）　１位（１１m６３）

アクアビクススクール
　このスクールは、「市民
の健康増進」「継続的生
活習慣病の予防」への意
識を高めるために7月3
日～24日の毎週木曜
日、合計4回開かれ、延べ
87人の参加がありまし
た。

　準備体操で長崎県民
体操の「がんばらんば体
操」を行い、いざプール
へ。水中でウォーキング
やステップなどをして、体
を動かしました。

　参加者からは「少しだけ体の軽くなったごた」
「ちょっとだけ体の引き締まったごた」などの声が
ありました。

泳げない子どもの水泳教室
　この教室は5m以上泳げない市内の子どもを
対象に、正しい泳ぎ方を教え、25m泳げるように
なることと、元気でたくましい雲仙っ子の育成を
目的に開かれ、24人の参加がありました。

　雲仙市水泳連盟の指導のもと、7月5日～20
日の毎週土・日曜日、合計6回の練習を頑張った
結果、最終日には「25m泳げるようになった人」の
問いかけに、7人が大きな「ハイ」の声とともに手

を上げました。

　閉会式では、
全員に修了証
書、18人に皆勤
賞が贈られまし
た。

● 広報うんぜん
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平成20年度　市民提案事業採択事業決定
　市民の皆様から提案された事業を、市民により構成された審査委員会において、採択候補を決定するため
審査が行われました。その審査結果を元に、3件の提案事業を採択事業として決定しました。

○採択事業
　【EM生ゴミリサイクル事業】雲仙市ＥＭの会
　（補助内示額）1,690,000円
　（事業概要）生ゴミリサイクルモニターを募り、各家庭から出る生ゴミとEMボカシを混ぜてもらい、週に
　　　　　　　１度収集する。畑にコンポストを置き収集した生ゴミを入れ肥料化する。

　【子育てひろば「ぽっかぽか」～みんなの笑顔がみたいから～】やまぼうしの会
　（補助内示額）1,519,000円
　（事業概要）・子育て中の親子、地域みんなの居場所と交流の場づくり
　　　　　　　・子育てに関する相談の場づくり
　　　　　　　・子育てに関する情報の収集および提供

　【御神楽（みかぐら）ＰＲ事業】千々石中学校御神楽保存会
　（補助内示額）246,000円
　（事業概要）市内外のイベントへ出演し、中学生が舞う御神楽を
　　　　　　　PRすることで、雲仙市のPRに繋げる。

各町の自治会長会代表をお知らせします
　各町自治長会の代表として、自治会相互の連絡調整はもとより、行政の円滑な発展に日々協力、
支援していただいている会長・副会長を紹介します。

【国見町】
　会　長　　遠藤　家持　　（船津東）
　副会長　　小林　利光　　（今　出）
　副会長　　小筏　正治　　（東　里）

【瑞穂町】
　会　長　　中峰　富男　　（夏　峰）
　副会長　　宮本　秀利　　（岩　戸）
　副会長　　山口　照男　　（大　川）　

【吾妻町】
　会　長　　岩永　薫　　　（牛口東）
　副会長　　大久保　隆弘　（中阿母）
　副会長　　浦川　康ニ　　（三室三）

【愛野町】
　会　長　　田尻　虎夫　　（有　明）
　副会長　　坂田　好一　　（新　崎）
　副会長　　林田　祥之　　（境ノ尾）

【千々石町】
　会　長　　古賀　大八郎　（神ノ下）
　副会長　　中村　三郎　　（八ケ島）
　副会長　　山本　正也　　（岡　東）

【小浜町】
　会　長　　川原　辰彦　　（羽毛合）
　副会長　　森　　義春　　（小地獄）
　副会長　　森芳　國和　　（影　平）

【南串山町】
　会　長　　加藤　孝明　　（上大良）
　副会長　　三宅　道夫　　（白　頭）
　副会長　　松本　孝也　　（水ノ浦）

政策企画課　企画調整班
☎38-3111

問

【会長】　田尻　虎夫（愛野町）【副会長】　中峰　富男（瑞穂町）　川原　辰彦（小浜町）【監事】　遠藤　家持（国見町）　古賀　大八郎　　　　　　　（千々石町）

雲仙市自治会長連合会
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UNZEN CITY
NEWSうんぜんニュース

　第29回長崎県消防ポンプ操法大会が、8月
3日に県消防学校（大村市）で行われました。
雲仙市消防団からは、小型ポンプの部に小浜
支団が、ポンプ自動車の部に南串山支団が出
場しました。
　4カ月に及ぶ厳しい訓練を受けた選手は、訓
練の成果を十分に発揮し、見事な操法を披露。
その結果、ポンプ車の部で南串山支団が第3位
に入賞しました。
　選手団は、この大会を通して培った技術や
精神を今後の消防活動に生かしていきます。

第
29
回
長
崎
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

ポ
ン
プ
車
の
部
で
南
串
山
支
団
が
第
3
位

暴走族根絶を目指して
島原半島暴走族対策連絡協議会

　7月26日～ 27日に香川県サンポート高松ガ
レリアで開かれた「民家の甲子園」で、県立
小浜高等学校の生徒5人が特別賞を受賞しまし
た。
　民家の甲子園とは、「古材倉庫」グループ（本
部・ヴィンテージアイモク、愛媛県松山市）な
どが主催するもので、全国の高等学校に在籍
する高校生を対象とする、被写体を民家や町
並みに限定した写真コンテストです。
　チームリーダーの林田新二くんは「コンテ
ストに参加することがとてもうれしく、やり
がいがあると思った。時間がない中で応募し
た作品が、九州大会の予選を通過し、全国大
会出場と聞いた時は信じられなかった。とて
もいい経験をさせてもらった」と話しました。

第
6
回
民
家
の
甲
子
園（
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
）

初
出
場
の
小
浜
高
校
に
特
別
賞

　公立保育所（国見町）の運営の効率化を図り、保育サ
ービスの向上と子育て支援の充実を図るための方策を検
討する「雲仙市公立保育所のあり方を考える委員会」が
7月29日に開かれ、市長から委員一人ひとりに委嘱状
が手渡されました。
　この委員会は「雲仙市行政改革大綱」の集中改革プラ
ンに基づいたもので、諮問に対して6回程度の会合を開き、
市長に対して答申を行うものです。
　委員のメンバーは、次のとおりです。

委 員 長　○中野伸彦　（長崎ウエスレヤン大学教授）
副委員長　○小林利光　（土黒地区自治会長代表）
委　　員　○酒井竜也　（土黒保育所保護者代表）
　　　　　○吉岡千昌　（市内私立保育所保護者代表）

○金子壽重子
　（雲仙市保育会会長）
○伊澤道秀
　（雲仙市社会福祉協議会会長）
○大宮広美　（公募委員）
　　　　　
　　　　　　　（敬称略）

委員に委嘱状の交付
第1回雲仙市公立保育所のあり方を考える委員会

　7月31日に愛野町公民館において、暴走族根絶のた
めの総合的な対策を推進するため、島原半島暴走族対策
連絡協議会が行われました。
　会議では、県警から「最近の暴走族の活動は沈静化し
ているが、県内外の旧車會（きゅうしゃかい）と呼ばれ
るグループによるツーリング走行がみられる」との報告
があり、関係機関との連携と取り締まりを強化すること
を確認しました。
　会議の最後には、市交通安全母の会連絡協議会の木嵜
会長による「島原半島から暴走族や暴走行為を追放し、

明るい社会づ
くりに邁進す
る」との暴走
族追放宣言が
採択されまし
た。

ポンプ車の部で第3位に入賞した南串山支団会議の様子

受賞作品
「いつまでも仲良しで」

（左上から時計回り）
井上さん、松山さん、
山口くん、林田くん、
富永くん

委員会の様子」
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●ホットなニュースと市からのお知らせ

　第35回長崎県少年ソフトボール大会の
雲仙市予選大会が、7月20日に愛野運動公
園で行われました。
　八斗木チーム（国見町）の選手宣誓で始
まったこの大会には、市内から13チーム
が出場し、暑さも吹き飛ぶくらいの熱戦が
繰り広げられました。
　ファインプレーが続出した決勝戦では、
木指ソフトボ
ールクラブ
（小浜町）が
愛野暁チーム
を抑え、見事
優勝しました。
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　犯罪や非行を防ぎ、更生の援助を地域から推進する「第58回社会を明る
くする運動」強調月間に伴い、7月25日に第3回雲仙市中学生弁論大会が国
見町文化会館で行われました。
　この大会は、島原地区保護司会雲仙分区の保護司が中心となって開催。
市内8つの中学校から代表弁士15人が出場し、それぞれの思いを胸に熱弁
をふるいました。
　大会の結果は次のとおりです。
【最優秀賞（雲仙市長賞）】　　　　　　　　　　　　　　　　　
森﨑　晶葉さん（愛野中3年）　　　「障害と障碍（しょうがい）」
【優秀賞（雲仙市議会議長賞）】　　　
林田　咲希さん（千々石中3年）　　「ありがとう」
【優秀賞（雲仙市教育長賞）】　　　　　　　　　　　　　　　
大久保　翔太くん（南串中3年）　　「あいさつ」
【特別賞（島原地区保護司会長賞）】
中村　文さん（小浜中3年）　　　　「世界の実情を知ることから」

第
3
回
雲
仙
市
中
学
生
弁
論
大
会

最
優
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賞
に
森
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晶
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さ
ん

　7月31日執行の長崎県南部海区漁業調整委員会委員一般選挙は、候補者が定数を超えないため無投票となりました。
当選人は届出受理順に、岡部聖二さん（長崎市）、川浦幸春さん（長崎市）、松原久男さん（佐世保市）、瀬戸脇勇
（長崎市）、菅孝さん（島原市）、川端孝さん（長崎市）、長野正照さん（長崎市）、内田要一さん（南島原市）、矢
坂眞一郎さん（雲仙市瑞穂町）の9人です。
　海区漁業調整委員会は、都道府県の機関として、海面につき主務大臣の定める海区に設置され、その海区における漁
業に関する事項を処理すると定められています。具体的には、都道府県知事が行う漁業権の免許に対する意見、漁業関
係者の争いに対して裁定を下したり、関係者に対して必要な指示をしたりするなどの権限を持っています。

　7月31日に県立総合体育館において、第33回交通安
全子ども自転車長崎県大会が行われ、県内の小学校から
23校が参加しました。
　神代小学校は、2カ月に及ぶ練習の成果を発揮して、
学科と実技で高得点
を出し、見事準優勝
に輝きました。

神代小学校（国見町）が準優勝
第33回交通安全子ども自転車長崎県大会

委員を紹介します
県南部海区漁業調整委員会委員一般選挙結果

14 人の弁士たち

（左上から時計回りに）
森﨑さん、林田さん、中村さん、大久保くん

準優勝した
神代小学校の皆さん木指ソフトボールクラブの皆さん
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見えてくる
日本の暮らし
住まいから

　

10
月
１
日
、
全
国
一
斉
に
平
成

20
年
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
住
宅

と
土
地
に
関
す
る
最
も
基
本
的
な

調
査
で
す
。
昭
和
23
年
以
来
５
年

ご
と
に
行
わ
れ
て
お
り
、
今
回
の

調
査
は
13
回
目
に
当
た
り
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
・

市
区
町
村
が
住
生
活
基
本
計
画
や

ま
ち
づ
く
り
対
策
な
ど
を
立
案
す

る
た
め
の
重
要
な
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
、
私
た
ち
の
住
生
活
の
向

上
に
大
切
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　

雲
仙
市
で
は
、
全
世
帯
の
う
ち

約
２
７
０
０
世
帯
が
調
査
の
対
象

と
な
る
、
最
も
規
模
の
大
き
い
標

本
調
査
で
す
。

　

９
月
下
旬
に
、
調
査
の
対
象
と

な
っ
た
お
宅
に
調
査
員
が
う
か
が

い
、
世
帯
ご
と
に
調
査
票
を
配
布

し
ま
す
。
調
査
票
は
、
後
日
、
調

査
員
が
受
け
取
り
に
う
か
が
い
ま

す
。

《
記
入
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
》

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
内
容
を
ほ
か
に
漏
ら
し
た
り
、

統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ

と
は
、
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。
安
心
し
て
、
あ
り
の
ま

ま
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
に
記
入
し
て
い
た
だ
い

た
調
査
票
の
集
計
結
果
は
、
平
成

21
年
の
夏
ご
ろ
に
公
表
さ
れ
る
予

定
で
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　

情
報
統
計
課　

統
計
班

　

（
☎
38
‐
３
１
１
１
）

統計調査統計調査
住宅・土地住宅・土地

平成20年 10月１日
実施!!

平成20年　住宅・土地統計調査

　

市
の
取
り
組
み
に
対
す
る
「
満

足
度
」
と
「
重
要
度
」
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

平
成
18
年
５
月
に
行
っ
た
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
参
考

と
し
て
、
10
年
間
の
「
雲
仙
市
総

合
計
画
」
を
策
定
し
、
市
の
将
来

像
で
あ
る
「
豊
か
な
大
地
・
輝
く

海
と
ふ
れ
あ
う
人
々
で
築
く
た
く

ま
し
い
郷
土
」
の
実
現
に
向
け
た

市
政
運
営
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
２
年
が

経
過
し
、
前
回
の
調
査
の
中
で
、

重
要
度
が
高
い
と
さ
れ
た
23
項
目

に
つ
い
て
、
今
日
ま
で
の
①
市
の

取
り
組
み
状
況
に
対
す
る
「
満
足

度
」
に
つ
い
て
、
②
各
事
業
な
ど

の
「
重
要
度
」
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
が
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
る
か
を
把
握
す
る
た
め
に
、
今

回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
各

事
業
を
展
開
す
る
う
え
で
の
指
標

や
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

《
調
査
の
方
法
》

　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
男
女
、

３
千
人
を
無
作
為
で
抽
出
し
、
調

査
票
を
お
送
り
し
ま
す
（
９
月
中

旬
ご
ろ
の
予
定
）
。

　

調
査
票
が
届
い
た
場
合
は
、
回

答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　

人
事
課　

行
政
班

　

（
☎
38
‐
３
１
１
１
）

市の取り組みに対する　満足度・重要度調査

ご協力をお願いします
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裁判員候補者名簿を作成します

～裁判員等選任手続の流れ～

選挙権のある人の中から、翌年の裁判員
候補者となる人を毎年くじで選び、裁判
所ごとに裁判員候補者名簿を作ります。

調査票を活用し、明らかに裁判
員になることができない人や１
年を通じて辞退事由が認められ
る人は、裁判所に呼ばれること
はありません。

この段階において、裁判員にな
れない理由のある人や辞退が認
められた人は候補者から除外さ
れます。また、検察官や弁護人
の請求により、候補者から除外
されることもあります。

質問票に基づいて辞退が認めら
れた人は、呼出しを取り消され
ることになり、裁判所に行く必
要はありません。

候補者へ通知・調査票の送付

事件ごとにくじで、裁判員候補者が
選ばれます

事件ごとに裁判員候補者名簿の中からく
じでその事件の裁判員候補者を選びます。

選任手続期日のお知らせ（呼出状）・
質問票の送付

裁判所で、候補者の中から裁判員
を選ぶための手続が行われます

裁判長から、辞退希望がある場合の理由
などについて質問されます。

裁判員が選ばれます

前
年
12
月
こ
ろ
ま
で

原
則
、
裁
判
の
６
週
間
前
ま
で

裁
判
員
選
任
手
続
期
日

■
問
い
合
わ
せ

　

長
崎
地
方
裁
判
所
島
原
支
部

　

（
☎
０
９
５
７
‐
62
‐
３
１
５
１
）

　

長
崎
地
方
検
察
庁
島
原
支
部

　

（
☎
０
９
５
７
‐
62
‐
２
５
０
６
）

裁
判
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

平成21年
５月21日から

　

５
月
１
日
に
始
ま
っ
た
『
ふ
る
さ
と
納

税
』
で
は
、
全
国
各
地
の
皆
さ
ま
か
ら
多

く
の
寄
附
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

改
め
て
皆
さ
ま
の
ふ
る
さ
と
に
対
す
る

熱
い
思
い
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま

の
意
志
を
反
映
さ
せ
、
雲
仙
市
発
展
の
た

め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
雲
仙
市
の
応
援
団
と
し
て
、

地
域
を
越
え
、
世
代
を
越
え
、
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

○
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

（
承
諾
し
て
い
た
だ
い
た
場
合
の
み
掲
載
）

東
京
都
（
吾
妻
町
出
身
）

　
　

池
本　

ま
ゆ
み　

様　

※

埼
玉
県
（
吾
妻
町
出
身
）

　
　

澁
谷　

ツ
ヤ
子　

様　

１
万
円

東
京
都
（
吾
妻
町
出
身
）

　
　

木
村　

昭
子　

様　

１
万
円

東
京
都
（
吾
妻
町
出
身
）

　
　

森
田　
　

潔　

様　

※

東
京
都
（
吾
妻
町
出
身
）

　
　

奥
野　
　

正　

様　

※

神
奈
川
県
（
佐
世
保
市
出
身
）

　
　

金
嶽　

忠
夫　

様　

※

長
崎
市
（
吾
妻
町
出
身
）

　
　

卜
部　

哲
男　

様　

５
万
円

埼
玉
県
（
小
浜
町
出
身
）

　
　

竹
之
内　

小
江
美　

様　

※

東
京
都
（
吾
妻
町
出
身
）

　
　

濵
口　

治
孝　

様　

16
万
円

兵
庫
県
（
瑞
穂
町
出
身
）

　
　

峯　
　

正
澄　

様　

１
万
円

　
　
　
　
　
（
８
月
１
日
現
在
、
申
込
受
付
順
）

金
額
を
記
載
し
て
い
な
い
か
た
は
、
本
人
の

希
望
に
よ
り
氏
名
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※ あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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▼
吉
原　

昨
年
か
ら
、
認
定
農
業
者

25
人
で
、
ア
イ
ユ
タ
カ
（
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
品
種
）
の
特
別
栽
培
認
証
取
得

に
向
け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
認
証

を
取
り
、
有
利
販
売
を
目
指
す
中
で
、

販
売
方
法
で
困
っ
た
ん
で
す
が
、
そ

こ
で
「
ゆ
め
み
ら
い
事
業
」
を
活
用

し
な
が
ら
、
全
国
チ
ェ
ー
ン
の
量
販

店
で
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
一
生
懸
命
作
っ
た
ジ
ャ
ガ

が
、
非
常
に
い
い
評
判
を
も
ら
い
ま

し
た
。
生
産
者
が
、
販
売
先
に
出
向

い
て
、「
私
は
こ
う
い
う
も
の
を
作
っ

て
い
ま
す
」
と
自
信
を
持
っ
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
重
要
と
感
じ
ま

し
た
。

▼
市
長　

今
は
、
１
回
で
も
市
場
信

用
性
が
な
く
な
る
と
、
客
離
れ
も
激

し
く
な
り
ま
す
。
商
品
を
置
く
人
が

き
ち
ん
と
信
用
を
作
り
、
責
任
を
持

た
な
い
と
い
け
な
い
。
漫
然
と
、
誰

か
と
販
売
契
約
し
て
終
わ
る
と
い
う

時
代
で
は
な
い
ん
で
す
ね
。

　

と
に
か
く
、
今
、
非
常
に
農
業
が

厳
し
い
状
況
で
す
。「
ゆ
め
み
ら
い

事
業
」
も
、
何
と
か
協
力
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
か
ら
出
来
上
が
っ
た
も

の
で
す
。

農
産
物
の
競
争
性
を
上
げ
る

▼
山
本　

ネ
ギ
を
例
に
と
れ
ば
、
経

費
を
引
け
ば
何
も
残
ら
な
い
。
ま
た
、

価
格
も
じ
わ
じ
わ
下
が
っ
て
き
て
い

る
状
態
で
す
の
で
、
市
で
対
策
を
し

て
も
ら
え
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

▼
市
長　

野
菜
の
価
格
安
定
策
と
い

う
の
は
、
市
で
は
難
し
い
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
全
体
的
に
価
格
の
下
支

え
を
し
て
い
く
と
な
る
と
相
当
な
お

金
が
か
か
り
、
県
や
市
で
は
で
き
な

い
、
国
の
価
格
安
定
資
金
制
度
に

な
っ
て
き
ま
す
。

▼
金
子
副
市
長　

八
斗
木
白
ネ
ギ
と

い
う
こ
と
で
雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ

て
、
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
し
た
か
。

▼
山
本　

値
段
が
高
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
な
ど
、
あ
り
ま
し
た
。

▼
金
子
副
市
長　

市
で
は
、
野
菜
価

格
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
く

て
も
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
商
品
の
競

争
性
を
上
げ
て
い
く
。
雲
仙
の
ジ
ャ

ガ
イ
モ
、
八
斗
木
の
ネ
ギ
な
ら
高
く

て
も
買
っ
て
も
ら
え
る
と
い
う
よ
う

な
支
援
を
考
え
て
い
ま
す
。

▼
松
山　

私
た
ち
の
レ
タ
ス
で
す
が
、

市
場
価
格
の
変
動
が
激
し
い
の
で
、

契
約
栽
培
を
し
て
加
工
業
に
売
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
際
一
番
ネ
ッ
ク
に
な

る
の
が
、
段
ボ
ー
ル
代
や
運
送
代
が

結
構
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
加

工
会
社
な
ど
が
参
入
し
や
す
い
環
境

を
雲
仙
市
が
整
え
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。
資
材
費
で
一
番
か
か
る
の
は

段
ボ
ー
ル
代
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
使

い
捨
て
に
な
り
ま
す
。

▼
吉
原　

テ
ー
プ
で
留
め
た
段
ボ
ー

ル
よ
り
金
属
の
針
で
留
め
た
箱
の
処

理
が
相
当
に
金
が
か
か
る
ん
で
す
。

▼
金
子
副
市
長　

地
元
の
食
材
と
契

約
し
て
く
れ
る
食
品
加
工
業
を
持
っ

て
く
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
指

示
が
市
長
か
ら
出
て
い
ま
す
が
、
な

か
な
か
実
現
で
き
な
い
で
い
ま
す
。

会
社
が
負
担
す
る
経
費
が
発
生
す
る

事
な
ど
も
要
因
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
市
長　

企
業
が
言
う
の
が
、
安
定

し
て
、
大
量
に
、
計
画
的
に
生
産
物

を
確
保
で
き
る
か
、
従
業
員
が
安
定

し
て
確
保
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と

な
ん
で
す
。
こ
ち
ら
で
考
え
て
い
る

こ
と
よ
り
、
高
い
条
件
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

農
業
も
宣
伝
活
動
が
重
要
で
す

▼
前
田
末　

吾
妻
の
牧
ノ
内
地
区
は
、

認
定
農
業
者
も
１
人
も
い
な
い
中
山

間
地
帯
で
、
ど
ん
ど
ん
耕
作
放
棄
地

が
出
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
あ

と
２
年
で
中
山
間
事
業
が
終
わ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
後
、
市
で
何
か
対
策

で
も
や
っ
て
も
ら
え
る
の
で
す
か
。

▼
事
務
局　

中
山
間
事
業
の
継
続
は

全
国
的
な
要
望
に
な
る
と
思
い
ま
す

し
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
対
策
と
し

て
は
、
雲
仙
市
に
と
っ
て
は
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
事
業
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
事
業
の
継
続
に
は
、
皆
さ

ん
の
要
望
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
来
年
以
降
も
要
望
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
市
長　

耕
作
放
棄
地
も
活
用
し
た
、

都
市
部
の
人
た
ち
と
の
交
流
の
場
の

よ
う
な
何
か
連
携
が
で
き
た
ら
と
思

い
ま
す
が
。

▼
前
田
末　

数
年
前
、
田
植
え
と
か

稲
刈
り
の
と
き
に
消
費
者
に
来
て
も

ら
う
と
い
う
事
業
が
あ
っ
て
い
た
ん

で
す
が
、
道
路
も
狭
い
の
で
、
バ
ス

が
登
ら
な
い
。
バ
ス
を
途
中
で
停
め

て
、
歩
い
て
も
ら
う
と
な
る
と
な
か

な
か
来
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
事
が

あ
り
ま
し
た
。

▼
市
長　

バ
ス
で
体
育
館
ま
で
来
て
、

そ
こ
か
ら
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
送
迎

は
で
き
な
い
ん
で
す
か
。

▼
前
田
末　

送
迎
も
や
れ
れ
ば
い
い

ん
で
す
け
ど
、
ま
だ
そ
こ
ま
で
の
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

自
分
た
ち
の
環
境
を
見
て
し
ま
っ
て

「
ど
う
せ
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
縮

こ
ま
っ
て
し
ま
う
感
じ
で
す
。

　

根
っ
か
ら
の
お
米
を
守
り
た
い
と

い
う
地
区
で
す
か
ら
、
そ
こ
を
活
か

し
な
が
ら
ど
う
に
か
し
よ
う
と
手
探

り
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

▼
市
長　

米
を
契
約
販
売
す
る
と
か

で
き
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

▼
前
田
末　

去
年
、
作
っ
た
本
人
が

売
る
努
力
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
地
区
の
人
に
必
要
な

米
だ
け
残
し
て
、
後
は
宣
伝
に
回
し

ま
し
ょ
う
、
と
い
う
提
案
を
し
た
ん

で
す
け
ど
、
反
対
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
が
動
く
、
ま
ち
が
変
わ
る
、
み
ん
な
で
変
え
る
。
／
第
24
回　

移
動
市
長
室

　

燃
料
費
高
騰
・
資
材
費
高
騰
・
耕
作
放
棄
地
な
ど
の
い
ろ
ん
な
農
業
の
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
雲
仙
ブ
ラ
ン
ド
や
特
別
栽
培
認

証
の
取
得
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
や
経
営
努
力
を
さ
れ
て
い
る
９
人
の
生
産
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
年
か
ら
、雲
仙
市
独
自
の
「
ゆ
め
み
ら
い
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、農
林
水
産
業
の
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

７
月
24
日
に
千
々
石
総
合
支
所
で
開
か
れ
た
移
動
市
長
室
。
市
が
行
っ
て
い
る
農
業
政
策
や
、
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

と
に
か
く
、問
題
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
た
い（
農
業
編
）

会議風景
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や
っ
ぱ
り
、
米
を
一
生
懸
命
守
っ
て

き
た
人
た
ち
ば
か
り
で
す
し
、
自
分

た
ち
の
生
活
が
基
本
で
す
か
ら
、
販

路
に
対
し
て
出
し
て
み
よ
う
と
し
て

み
て
も
、
思
っ
た
よ
う
に
は
い
か
な

い
で
す
ね
。

▼
市
長　

牧
ノ
内
は
、
地
形
か
ら
言

え
ば
、
か
な
り
高
い
し
、
寒
暖
差
も

水
も
あ
る
し
、
そ
れ
を
消
費
者
に
見

せ
て
、
こ
こ
で
作
っ
て
い
る
米
だ
と

宣
伝
し
た
ら
、
結
構
、
契
約
も
で
き

そ
う
で
す
が
。
例
え
ば
、「
定
期
的

に
米
を
送
り
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な

販
売
方
法
で
、
手
間
を
金
に
変
え
て
、

プ
レ
ミ
ア
ム
を
つ
け
ら
れ
な
い
か
な

と
思
っ
た
り
し
ま
す
。

▼
前
田
末　

棚
田
を
守
り
な
が
ら
は

大
変
な
ん
で
す
が
、
今
、
ブ
ラ
ン
ド

化
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

う
ち
の
地
区
の
米
も
、
60
㎏
で
２
万

円
と
か
で
売
れ
る
ん
で
す
。
し
か
し
、

１
軒
１
軒
自
分
の
米
へ
の
こ
だ
わ
り

が
あ
る
の
で
、
地
区
全
体
を
ま
と
め

て
同
じ
値
段
で
売
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
ん
で
す
。

▼
市
長　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
で
は
な
く

個
人
ブ
ラ
ン
ド
で
す
ね
。

▼
吉
原　

Ｐ
Ｒ
と
い
う
の
は
重
要
で

す
。
先
日
、
東
京
の
テ
レ
ビ
局
が
実

際
に
小
浜
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
体

験
し
た
ん
で
す
。「
雲
仙
の
ジ
ャ
ガ

イ
モ
は
と
て
も
お
い
し
い
で
す
」
と

言
っ
て
、
全
国
放
送
さ
れ
た
ら
、
一

遍
に
全
国
か
ら
注
文
が
殺
到
し
ま
し

た
。
や
は
り
、
１
人
じ
ゃ
な
く
て
、

全
体
で
大
き
く
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
け
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。

水
汲
み
で
迷
惑
を
か
け
て
い
ま

す▼
町
田　

こ
こ
何
年
か
、
自
然
条
件

が
変
わ
っ
て
、
秋
に
雨
が
降
ら
な
い

の
で
、
畑
に
ま
く
水
が
確
保
で
き
な

い
ん
で
す
。
農
協
で
水
を
汲
ん
で
、

散
水
し
て
い
ま
す
。
愛
野
の
基
盤
整

備
な
ど
は
無
理
で
し
ょ
う
が
、
千
々

石
の
平
和
地
区
に
あ
る
水
を
、
他
の

人
も
共
同
で
利
用
で
き
た
り
、
湧
水

を
引
け
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
市
長　

水
事
情
も
今
す
ぐ
と
は
で

き
な
い
で
す
が
、
き
ち
ん
と
解
決
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。
南
串
山
・
愛
野
地
区
は
地
質

的
に
も
水
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
と

い
う
現
実
は
把
握
し
て
い
ま
す
。

▼
事
務
局　

水
源
的
に
余
裕
が
あ
る

と
こ
ろ
の
水
流
関
係
の
協
議
が
で
き

れ
ば
、
共
同
利
用
で
生
産
者
団
体
と

市
で
協
議
が
で
き
な
い
か
と
は
考
え

て
い
ま
す
。

▼
町
田　

吾
妻
と
か
地
下
水
だ
け
に

頼
り
き
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
地
盤

沈
下
と
か
大
丈
夫
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

川
の
水
の
汲
み
上
げ
と
か
は
考
え
な

い
で
す
か
。

▼
事
務
局　

現
状
で
水
源
を
広
い
地

域
で
求
め
る
と
な
れ
ば
地
下
水
し
か

な
い
ん
で
す
。
し
か
し
、
吾
妻
の
川

の
水
量
は
、
結
構
自
然
水
が
あ
り
ま

す
の
で
、
協
議
の
対
象
に
は
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

▼
吉
田
副
市
長　

大
体
、
ど
の
川
に

も
水
利
権
が
設
定
し
て
あ
り
ま
す
か

ら
、
最
下
流
の
水
利
権
の
下
は
、
普

通
河
川
な
ら
市
、
二
級
河
川
な
ら
県

に
申
請
す
れ
ば
水
利
権
を
付
加
し
て

く
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
ポ
ン
プ

ア
ッ
プ
し
て
自
分
た
ち
の
事
業
に
利

用
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

▼
町
田　

市
で
、
上
部
に
大
き
い
タ

ン
ク
を
設
置
で
き
な
い
の
か
な
と

思
っ
て
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
か

で
は
並
ん
で
で
も
水
を
汲
み
た
い
か

ら
、
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
。
水
を

確
保
す
る
と
こ
ろ
が
欲
し
い
ん
で
す
。

▼
市
長　

貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
永
野　

ハ
ウ
ス
用
の
油
が
ど
ん
ど

ん
上
が
っ
て
、
一
番
こ
た
え
ま
す
。

「
ゆ
め
み
ら
い
事
業
」
で
電
気
暖
房

機
の
補
助
が
あ
り
ま
す
が
、
元
の
金

額
が
高
い
の
で
、
そ
れ
を
利
用
す
る

か
迷
っ
て
い
ま
す
。

▼
事
務
局　
「
ゆ
め
み
ら
い
事
業
」

の
中
で
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
（
冷
暖
房

機
）
を
ハ
ウ
ス
に
導
入
す
る
補
助
事

業
が
あ
り
ま
す
が
、
二
重
カ
ー
テ
ン

な
ど
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と

担
い
手
育
成
と
い
う
こ
と
で
、
新
規

就
農
者
２
戸
以
上
の
団
体
に
は
、
ハ

ウ
ス
に
か
か
る
付
帯
設
備
と
し
て
経

費
の
３
分
の
１
以
内
、
限
度
額

3
0
0
万
円
と
し
て
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

残
さ
処
理
に
も
、
お
金
が
要
る

▼
山
本　

ネ
ギ
の
残
さ
は
事
業
系
ゴ

ミ
だ
か
ら
処
理
費
は
有
料
に
な
る
と

決
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
費
用

が
ど
う
に
か
な
ら
な
い
も
の
か
と
思

い
ま
す
。

▼
事
務
局　

白
ネ
ギ
の
場
合
、
国
見

の
青
年
農
業
者
な
ど
が
、
堆
肥
化
の

実
験
も
行
い
効
果
も
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
検
討
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

▼
山
本　

ネ
ギ
の
残
さ
も
田
の
肥
料

代
わ
り
に
な
る
ん
で
す
が
、
夏
場
は

田
に
も
入
れ
ら
れ
な
い
。
堆
肥
を

作
っ
て
も
持
っ
て
い
く
先
も
考
え
な

い
と
い
け
な
い
し
、
病
原
菌
が
入
っ

て
く
る
か
ら
残
さ
は
ネ
ギ
畑
に
は
入

れ
た
く
な
い
し
、
自
分
の
山
に
捨
て

た
ら
怒
ら
れ
る
。
結
局
は
、
や
っ
ぱ

り
、
自
分
た
ち
の
課
題
に
な
る
ん
で

す
よ
ね
。

▼
吉
原　

小
浜
の
場
合
は
、
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
持
っ
て
行
っ
て
、

処
理
費
を
出
し
て
処
理
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

▼
松
山　

今
、
南
串
山
の
場
合
、
廃

ジ
ャ
ガ
の
処
理
施
設
を
ど
こ
が
運
営

し
て
、
ど
う
い
っ
た
施
設
を
作
れ
ば

い
い
か
、
協
議
し
て
い
ま
す
。
雲
仙

市
が
母
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
こ
と

は
無
理
で
す
か
。

▼
市
長　

も
し
、
行
政
が
設
備
を

作
っ
た
と
し
て
も
「
農
産
物
処
理
に

金
を
払
い
た
く
な
い
」
と
い
う
認
識

を
農
家
の
人
が
持
ち
続
け
る
と
、
運

営
上
の
問
題
と
な
り
ま
す
ね
。

▼
松
山　

何
と
か
し
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
気
持
ち
は
み
ん
な
持
っ
て

い
る
ん
で
す
け
ど
。

肥
料
が
２
倍
に
も
な
っ
た

▼
吉
原　

７
月
か
ら
、
肥
料
の
値
段

が
60
％
ア
ッ
プ
で
す
。
農
産
物
も
そ

れ
に
準
じ
て
価
格
が
上
が
れ
ば
い
い

ん
で
す
け
ど
、
価
格
は
低
迷
す
る
。

し
か
し
、
何
と
か
低
コ
ス
ト
に
す
る

前田　末広さん
（吾妻町）

高園　真史さん
（瑞穂町）

前田　利夫さん
（国見町）

平野　不二人さん
（国見町）

山本　豊昭さん
（国見町）
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努
力
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、
市
場

で
販
売
の
箱
を
5
㎏
入
り
か
ら
10
㎏

入
り
に
変
え
る
交
渉
を
し
た
ん
で
す
。

そ
し
た
ら
「
そ
れ
だ
け
農
家
が
厳
し

い
な
ら
」
と
い
う
こ
と
で
、
変
更
で

き
ま
し
た
。
５
㎏
用
は
50
円
で
す
が

10
㎏
用
は
約
70
円
で
す
。
今
は
、
１

円
を
ど
う
下
げ
る
か
の
時
代
で
す
。

▼
町
田　

タ
マ
ネ
ギ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
主
要
肥
料
は
ほ
と
ん
ど
倍
に
上

が
っ
て
い
る
ん
で
す
。
肥
料
が
1
袋

5
千
円
も
し
ま
す
か
ら
、
や
り
た
く

な
い
気
分
で
す
。

▼
事
務
局　

20
年
度
予
算
で
、
農
業

振
興
費
が
３
億
４
千
万
円
、
畜
産
業

で
１
億
１
千
万
円
、
ほ
場
整
備
関
係

に
６
億
５
千
万
円
程
度
、
重
点
的
に

配
分
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
政

の
中
で
も
効
果
的
に
事
業
を
展
開
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

補
助
は
、
ど
ん
な
種
類
が
あ
り

ま
す
か

▼
髙
園　

青
年
農
業
者
の
研
修
に
補

助
は
出
し
て
も
ら
え
る
ん
で
す
か
。

▼
事
務
局　
「
ゆ
め
み
ら
い
事
業
」

で
、
視
察
研
修
の
補
助
を
、
交
通
費

や
バ
ス
の
借
上
げ
な
ど
補
助
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
平
野　

八
斗
木
白
ネ
ギ
も
、
雲
仙

ブ
ラ
ン
ド
と
な
っ
て
、
評
価
も
各
市

場
か
ら
も
い
い
ん
で
す
。
た
だ
、
欠

点
が
、
ネ
ギ
の
白
色
の
部
分
が

ち
ょ
っ
と
短
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

表
土
が
少
な
く
、
土
寄
せ
が
十
分
に

で
き
な
い
ん
で
す
。
馬
鈴
薯
の
よ
う

に
、
市
か
ら
土
寄
せ
の
客
土
の
助
成

を
い
た
だ
け
る
ん
で
す
か
。

▼
事
務
局　

客
土
事
業
の
対
象
が
、

今
は
馬
鈴
薯
だ
け
で
す
。
客
土
を
必

要
と
す
る
作
物
に
、
白
ネ
ギ
の
ほ
か

ど
う
い
っ
た
作
物
が
あ
る
の
か
、
補

助
事
業
と
し
て
で
き
る
の
か
、
生
産

組
合
と
か
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
平
野　

旧
国
見
町
の
よ
う
に
客
土

の
泥
取
り
場
を
開
放
し
て
い
た
だ
け

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

▼
事
務
局　

昔
か
ら
、
苗
泥
の
供
給

場
所
と
か
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ

も
、
需
要
が
だ
ん
だ
ん
薄
れ
た
と
い

う
こ
と
で
、
事
業
も
な
く
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
客
土
補
助
事
業
と
一
緒

に
、
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
山
本　

野
菜
の
連
作
障
害
を
防
ぐ

た
め
に
燕
麦
を
蒔
い
て
い
る
け
ど
、

種
代
に
相
当
な
金
が
い
る
の
で
少
し

で
も
補
助
が
な
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

▼
吉
原　

私
の
土
地
改
良
区
は
、
見

た
目
も
い
い
の
で
、
ひ
ま
わ
り
を
緑

肥
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。
温
泉

街
か
ら
ち
ょ
っ
と
上
が
っ
た
と
こ
ろ

な
の
で
、
学
校
と
か
、
そ
の
上
に
国

民
休
暇
村
と
か
が
あ
っ
て
そ
こ
の
お

客
さ
ん
が
貰
っ
て
い
か
れ
ま
す
。
花

盛
り
は
き
れ
い
で
す
よ
。

▼
事
務
局　

ど
ち
ら
も
「
ゆ
め
み
ら

い
事
業
」
の
中
で
緑
肥
の
種
子
代
と

し
て
補
助
を
し
て
い
ま
す
。

　
「
ゆ
め
み
ら
い
事
業
」
の
詳
し
い

こ
と
は
、
今
も
総
会
等
に
出
向
い
て

説
明
を
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
要
望
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
説
明
に

伺
い
ま
す
。

▼
永
野　

自
分
た
ち
で
道
路
を
整
備

す
る
と
き
の
補
助
の
上
限
と
材
料
費

は
い
く
ら
ま
で
助
成
し
て
く
れ
る
の

で
す
か
。

▼
吉
田
副
市
長　

年
度
で
２
百
万
円

が
限
度
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
残
り

の
工
事
部
分
は
、
ま
た
翌
年
に
申
請

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
市
長　

牧
ノ
内
の
棚
田
も
、
ど
こ

に
も
負
け
な
い
棚
田
だ
と
思
っ
て
い

る
ん
で
す
が
。

▼
前
田　

し
か
し
、
耕
作
放
棄
地
が

あ
り
ま
す
の
で
解
消
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
金
子
副
市
長　

耕
作
放
棄
の
原
因

は
、
い
わ
ゆ
る
農
業
だ
け
じ
ゃ
食
べ

て
い
け
な
い
と
い
う
部
分
も
あ
る
ん

で
し
ょ
う
か
。

▼
前
田　

そ
う
で
す
ね
。
施
設
園
芸

な
ど
を
実
践
し
て
る
人
が
地
域
に
居

れ
ば
、
手
本
に
な
っ
て
い
く
ん
で

し
ょ
う
け
ど
、
そ
ん
な
先
駆
者
が
い

な
い
地
区
で
す
か
ら
、
難
し
い
と
こ

ろ
で
す
。

▼
金
子
副
市
長　

皆
さ
ん
の
後
押
し

の
た
め
に
は
、
ど
う
い
う
施
策
を
行

え
ば
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

▼
前
田　

今
思
っ
て
い
る
の
は
、
米

が
主
体
の
地
域
で
す
の
で
、
そ
れ
は
、

が
っ
ち
り
守
っ
て
や
ろ
う
と
。
で
き

れ
ば
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
１
円
で
も

高
く
売
る
努
力
を
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。
地
域
に
合
っ
た
事
や
物
を

作
っ
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
で
す

ね
。

　

今
、
普
及
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
、
山
間
地
に
向
い
た
米

の
品
種
も
作
っ
て
み
て
い
ま
す
。

▼
金
子
副
市
長　

今
年
の
10
月
は
、

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
の
で
、

議
論
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

▼
平
野　

イ
ノ
シ
シ
被
害
で
困
っ
て

い
る
け
ど
、
年
間
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲

は
ど
れ
だ
け
で
す
か
。

▼
秋
山　

19
年
度
が
約
８
０
０
頭
で

す
。
18
年
度
よ
り
減
っ
て
い
ま
す
。

▼
吉
原　

各
農
業
部
会
や
総
会
に
、

も
し
、
時
間
が
あ
っ
た
場
合
は
、
市

長
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
要
望
が
あ
る
ん
で
す
。

▼
金
子
副
市
長　

ぜ
ひ
今
度
は
お
声

か
け
く
だ
さ
い
。

▼
市
長　

本
当
に
、
皆
様
か
ら
農
業

の
厳
し
い
状
況
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
意
見
の
中
に
は
、
国
や

県
の
政
策
と
な
る
も
の
も
あ
り
ま
す

の
で
、
私
た
ち
も
一
緒
に
な
っ
て
国

県
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
て
い

き
ま
す
。

　

決
し
て
、
ダ
メ
だ
と
思
う
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
ま
ず
は
現
状
を
投
げ
か
け

て
も
ら
い
、
と
に
か
く
解
決
の
糸
口

を
皆
様
と
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
出
来
る
事
は
、

来
年
度
か
ら
具
体
的
な
形
で
実
を
結

べ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（文

中
敬
称
略
）

奥村市長 松山　勝也さん
（南串山町）

吉原　博信さん
（小浜町）

町田　勇一さん
（千々石町）

永野　司さん
（愛野町）

● 広報うんぜん
平成20年9月20



雲仙市
合併３周年
記念

日　時

会　場

10月11日（土）

吾妻農村広場
雲仙市吾妻町田之平名200-3

■問い合わせ　教育委員会スポーツ振興課（☎37-3113）

参加は自由（無料）
運動しやすい服装でお越しください

（雨天時：吾妻体育館）

午前６時～（開場：午前５時30分）

○講師…指導／西川　佳克先生、ピアノ／幅　しげみ先生
　　　　アシスタント／大橋　美加さん、大江　紗由さん

当日は、午前６時30分からＮＨＫラジオ第１放送で全国生放送されます

【駐車場】
吾妻農村広場北側／㈱カイタックファミリー長崎ファクトリー／
三貴工業㈱／吾妻体育館／吾妻中学校グラウンド

21 ●広報うんぜん
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は ぴ ね す 通 信 ⑥

男女の区別なく
能力の発揮を

　

男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
は
、
人
の
意
識
や
価
値
観
を
変

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

教
育
が
担
う
役
割

　

自
立
し
た
女
性
と
男
性
が
と
も
に

協
力
し
て
、
男
女
を
問
わ
ず
一
人
一

人
の
個
性
が
尊
重
さ
れ
、
能
力
を
十

分
発
揮
で
き
る
活
力
あ
る
社
会
を
築

く
た
め
に
は
、
男
女
共
同
参
画
意
識

を
幼
い
頃
か
ら
育
む
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
も
、
乳
幼
児
期
・

学
童
期
に
お
け
る
家
庭
や
保
育
所
、

幼
稚
園
、
学
校
な
ど
で
教
育
の
果
た

す
役
割
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
性

別
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
子
ど
も
た
ち

の
個
性
を
尊
重
し
た
教
育
を
推
進
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
５
月
～
６
月
に
行
っ
た
市
民

意
識
調
査
の
結
果
で
は
、学
校
教
育
で

配
慮
し
て
ほ
し
い
こ
と
や
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
こ
と
と
し
て
、「
性
別
に

関
わ
ら
ず
、
個
性
や
能
力
を
活
か
せ

る
よ
う
な
生
徒
指
導
や
進
路
指
導
に

配
慮
す
る
」
を
選
択
し
た
人
が
も
っ

と
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
①
）

仕
事
と
家
事

　

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
考
え
方

で
、「
女
の
子
も
男
の
子
も
職
業
人

と
し
て
経
済
的
に
自
立
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
」「
男
の
子
も
女

の
子
も
炊
事
、
掃
除
、
洗
濯
な
ど
の

仕
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

大
半
の
人
が
「
そ
う
思
う
」
と
回
答

し
て
お
り
、
男
女
の
区
別
な
く
経
済

的
自
立
と
と
も
に
家
事
な
ど
の
生
活

面
で
の
自
立
を
目
指
す
考
え
方
が
主

流
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
②
）

　
「
男
性
」「
女
性
」
と
い
う
性
別
に

と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
人
一

人
の
子
ど
も
の
可
能
性
を
最
大
限
に

引
き
出
せ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

女性も男性も、自分の意思で社会に
参画し、男性・女性の「らしさ」を認め
合いながら、支え合い、喜びも責任も
分かち合う…
そんな幸せを感じられる社会を目指し
ます。

（図①）
「学校教育で配慮してほしいことや力を入れてほしいこと」

（図②）「子育てに関する考え方について」

問 雲仙市男女共同参画センター　☎38-3111
●広報うんぜん
平成20年9月22



県内で初めての発見！
瑞穂町伊古（いこ）遺跡の発掘調査 生涯学習課　文化財班（☎37-3113）問

政策企画課　企画調整班（☎38-3111）問

　教育委員会では、平成17年度から県営圃場整備事業に伴う伊
古遺跡の発掘調査を行っています。昨年の発掘調査で発見され、
整理が進んだ遺物を紹介します。
　伊古遺跡は、西郷川の東岸、市立西郷小学校西側の水田地帯に
広がります。発掘調査の結果、縄文時代草創期（約１万２千年
前）～近世（江戸時代）までの遺跡が確認されました。
　昨年末に行われた発掘調査で発見された「堀」状の遺構は、出
土した土器の様子から弥生時代後期～古墳時代初頭（約２千年
前）にかけて使用されたものと判明しました。中でも、ほぼ完全
な形に復元された長胴丸底甕と高坏、鉢は、長崎県ではほとんど
見られない土器で、熊本県菊池川流域からはるばる有明海を越え
て運ばれてきたものと考えられます。これほどまとまって、また
土器そのものが完全復元できたのは、県内でも初めてのことです。
　今回の発見は、古代人の海上交流や遺物の流通を知る上で、ま
たとない好資料となりました。今後、調査や整理を進めていき、
新たな発見や成果を紹介していきたいと考えています。なお、出
土品は瑞穂町公民館２階の考古資料展示室で公開しています。

世界ジオパークネットワークへの加盟を目指して
島原半島ジオパーク推進協議会№4

〈島原半島ジオパークのロゴマーク募集〉
　火山と人間の共生をテーマとした島原半島ジオパーク（英語名：Unzen Volcanic Area Geopark）
にふさわしいロゴマークを募集します。採用されたロゴマークは、観光パンフレットや案内板、啓発グ
ッズ、イベントなどで活用していく予定です。

〈募集期間〉
９月１日（月）～10月20日（月）※当日消印有効
〈賞　金〉
最優秀賞（採用作品）１点　５万円
優秀賞　　　　　　　２点　２万５千円
〈応募方法〉
○作品のサイズ…縦横15㎝以内
○必要事項…住所、氏名（ふりがな)、年齢、性別、
　　　　　　電話番号、デザインの趣旨
（紙の場合）
　所定の応募用紙またはＡ４判（縦長使用）の白
色用紙に15㎝四方の正方形の枠（枠外に天地を明
記）を書いたものに作品（１枚につき１作品）を
納め、必要事項を記入のうえ、郵送するか持参し
てください。

（電子データの場合）
　作品のファイル形式はＪＰＥＧまたはＧＩＦとし、
データの大きさは１ＭＢ以内とします。Ｅメール
に作品のデータを添付し、本文に必要事項を記入
して送信してください。または、作品データを記
憶媒体に保存し、持参してください。
〈注意事項〉
○作品は自作の未発表作品で、ほかに類似するものがないも
　のに限ります。
○採用作品の一切の権利は、島原半島ジオパーク推進協議会
　に属するものとします。
○応募作品は返却しません。
○採用作品については、協議会で修正を行う場合があります。
○色数は自由ですが、単色での使用も考慮してください。
○入賞作品がほかの著作物の著作権などを侵害する恐れがあ
　る場合は、採用を取り消し、賞金は返還していただきます。
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雲
仙
市
の
入
札
制
度

「
総
合
評
価
落
札
方
式
」
に
よ
る
入
札
に
つ
い
て

管
財
課

　

平
成
17
年
の
「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
品
確
法
）
」
の
制
定
に
よ
り
、
公
共
工
事
は
従
来
の
「
よ

り
安
い
工
事
（
価
格
の
み
の
競
争
）
」
か
ら
「
良
い
も
の
を
よ
り
安
く
仕
上
げ
る
工
事
（
価
格
＋
品
質
に
よ
る
競
争
）
」
へ
と

変
わ
り
、
工
事
価
格
に
加
え
て
、
そ
の
工
事
の
品
質
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

国
・
県
で
は
、
「
価
格
」
と
価
格
以
外
の
「
企
業
の
技
術
的
能
力
」
な
ど
の
要
素
を
総
合
的
に
評
価
し
て
落
札
者
を
決
定
す

る
方
法
と
し
て
、
「
総
合
評
価
落
札
方
式
」
を
採
用
し
、
す
で
に
数
多
く
の
入
札
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
国
・
県
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
今
年
度
か
ら
こ
の
方
式
に
よ
る
入
札
を
試
行
し
て
い
ま
す
。

は、市が行うもの
は、企業が行うもの

詳しくは、「雲仙市建設工事総合評価落札方式試行要領」「雲仙市建設工事一般競争入札実施要綱」「事後審査型入札公
告共通事項書」をご覧ください。市ホームページ〈http://www.city.unzen.nagasaki.jp〉でもご覧いただけます。

※

総合評価落札方式による入札契約までの流れ
（制限付一般競争入札の場合）

※企業への通知は行いません

※正式に受付を済ませた企業のみ入札
　に参加できます

※再度、学識経験者の意見を聴く場合
　もあります

○「総合評価落札方式」による入札の具体例
※わかりやすいように簡略化しています

１．

２．

３．
４．

「最低制限価格」以上、「予定価格」以下の （上記例の場合は、4千250万円以上5千万円以
下）で入札したすべての企業に （ ）が付与されます。

各企業から提出された をもとに、評価項目（配置予定技術者、過去の実績、地域貢献など）ごとの
評価基準による点数から を算出（評価項目ごとの点数の合計÷18（満点）×10）します。
（（Ｂ＋Ｃ）／Ａ）×100,000,000の方法で を求めます。

が一番大きい企業が となります。（上記例の場合は、Ｄ社）
　上記例では、Ｃ社の がＤ社より下回っていましたが、 が低かったため、
　 がＤ社より小さくなっています。

○入札に関する問い合わせについて

●広報うんぜん
平成20年9月24



雲
仙
市
の
入
札
制
度

「
総
合
評
価
落
札
方
式
」
に
よ
る
入
札
に
つ
い
て

管
財
課

　

平
成
17
年
の
「
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
品
確
法
）
」
の
制
定
に
よ
り
、
公
共
工
事
は
従
来
の
「
よ

り
安
い
工
事
（
価
格
の
み
の
競
争
）
」
か
ら
「
良
い
も
の
を
よ
り
安
く
仕
上
げ
る
工
事
（
価
格
＋
品
質
に
よ
る
競
争
）
」
へ
と

変
わ
り
、
工
事
価
格
に
加
え
て
、
そ
の
工
事
の
品
質
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

国
・
県
で
は
、
「
価
格
」
と
価
格
以
外
の
「
企
業
の
技
術
的
能
力
」
な
ど
の
要
素
を
総
合
的
に
評
価
し
て
落
札
者
を
決
定
す

る
方
法
と
し
て
、
「
総
合
評
価
落
札
方
式
」
を
採
用
し
、
す
で
に
数
多
く
の
入
札
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
お
い
て
も
、
国
・
県
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
今
年
度
か
ら
こ
の
方
式
に
よ
る
入
札
を
試
行
し
て
い
ま
す
。

は、市が行うもの
は、企業が行うもの

詳しくは、「雲仙市建設工事総合評価落札方式試行要領」「雲仙市建設工事一般競争入札実施要綱」「事後審査型入札公
告共通事項書」をご覧ください。市ホームページ〈http://www.city.unzen.nagasaki.jp〉でもご覧いただけます。

※

総合評価落札方式による入札契約までの流れ
（制限付一般競争入札の場合）

※企業への通知は行いません

※正式に受付を済ませた企業のみ入札
　に参加できます

※再度、学識経験者の意見を聴く場合
　もあります

○「総合評価落札方式」による入札の具体例
※わかりやすいように簡略化しています

１．

２．

３．
４．

「最低制限価格」以上、「予定価格」以下の （上記例の場合は、4千250万円以上5千万円以
下）で入札したすべての企業に （ ）が付与されます。

各企業から提出された をもとに、評価項目（配置予定技術者、過去の実績、地域貢献など）ごとの
評価基準による点数から を算出（評価項目ごとの点数の合計÷18（満点）×10）します。
（（Ｂ＋Ｃ）／Ａ）×100,000,000の方法で を求めます。

が一番大きい企業が となります。（上記例の場合は、Ｄ社）
　上記例では、Ｃ社の がＤ社より下回っていましたが、 が低かったため、
　 がＤ社より小さくなっています。

○入札に関する問い合わせについて
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まちの話題
日本大学生物資源科学部が演習
　７月30日～８月１日にかけて、日本大学生物資源科学部食品経
済学科の学生20人が雲仙市を訪れ、「持続的な食と農のあり方」
を研究テーマとしたフィールドリサーチが行われました。
　食品経済学科の必須科目であるフィールドリサーチは、雲仙市
を調査対象とし、平成19年度から21年度までを実施期間として、
雲仙市の食や農の実態調査・分析をする実践的な演習です。
　昨年に引き続き２回目のとなる今回は、南串山におけるまき網
漁業の現場見学、守山女性部加工組合の加工体験、岩崎農園の採
種体験、吾妻農産加工組合の加工所見学、雲仙きのこ本舗の工場
見学のほか、雲仙市および島原地域の農水産業・加工などに関す
る講義を受けました。
　それぞれの現場において、学生との相互交流と活発な意見交換
が行われました。

国が違っても友達になれる
　韓国求礼郡の求礼高校と求礼農業高校の10人が、７月14日～19日まで
の５泊６日の日程で雲仙市を訪問し、国見高校の生徒たちと交流を行い
ました。
　訪問した高校生は、まちおこし音頭「国見よかよか」の練習、英会話
や調理実習の合同授業、球技大会への参加、茶道体験、部活動体験など
のほか、生徒の家に２日間ホームステイをするなど多くの体験を行い、
国見高校の生徒と交流を深めました。始めは、言葉が通じず困る場面も
ありましたが、日を追うごとに身振り手振りで何とか会話ができるよう
になりました。
　また、国見高校の生徒10人は、９月に求礼郡を訪問し、交流を行い、
ソウル特別市で開かれる「日韓交流おまつり 2008 in Seoul」に参加
します。その際に今回訪問した韓国の高校生と一緒に「国見よかよか」
を披露します。
　今回の交流が日韓友好の懸け橋となり、今後の青少年交流につながる
ことが期待されます。

100回目のハッピーバースデイ♪
　元気に100歳の誕生日を迎えられた２人に、市からお祝いが贈られました。
　７月５日に誕生日を迎えられた田中スヱモさん（小浜町）に、７月７日、市からのお祝いが金子副市長
から手渡されました。田中さんは、副市長からのお祝いの言葉をうれしそうに聞いていらっしゃいました。
　７月18日に誕生日を迎えられた種村初實さん（小浜町）には、奥村市長から市からのお祝いが手渡されました。
種村さんは、市長からの問いかけにとてもうれしそうに耳を傾けていらっしゃいました。
　お２人とも、これからも健康で長生きされ、幸せにお過ごしください。

皆さまのあたたかい気持ちに「謝謝！」
　今年５月12日に発生した「中国・四川大地震」に対し、市民皆さ
まからご協力いただいた義援金を長崎市の中華人民共和国駐長崎
総領事館へ贈呈したところ、同領事館の滕安軍総領事が、７月25
日に雲仙市をお礼訪問されました。総領事は「避難所での被災者
が少しでも快適に過ごせるよう、義援金を雄幸に活用させていた
だきます」と感謝の言葉を述べ、市長へお礼状を手渡されました。
　なお、５月２日から３日に発生した「ミャンマー・サイクロン
災害」、６月14日に発生した「岩手・宮城内陸地震災害」におい
ても、皆さまからの義援金を日本赤十字社長崎県支部に贈呈しま
した。
　ご協力ありがとうございました。

地域防災に新たな仲間
　小浜消防署管内新入団員特別訓練が、７月５日から６日にかけて
行われました。
　小浜消防署管内の５支団（吾妻、愛野、千々石、小浜、南串山）
の新入団員４３人は、礼式訓練やホース延長訓練、小型ポンプの取
り扱いなど消防団員としての基本的な技術の習得に取り組みました。
また、夜間には心肺蘇生法やＡＥＤの取り扱いなどの救命講習を受
講しました。
　この訓練で習得した技術を、今後の消防活動に生かし、地域防災
の一員として活躍することを期待します。
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まちの話題
日本大学生物資源科学部が演習
　７月30日～８月１日にかけて、日本大学生物資源科学部食品経
済学科の学生20人が雲仙市を訪れ、「持続的な食と農のあり方」
を研究テーマとしたフィールドリサーチが行われました。
　食品経済学科の必須科目であるフィールドリサーチは、雲仙市
を調査対象とし、平成19年度から21年度までを実施期間として、
雲仙市の食や農の実態調査・分析をする実践的な演習です。
　昨年に引き続き２回目のとなる今回は、南串山におけるまき網
漁業の現場見学、守山女性部加工組合の加工体験、岩崎農園の採
種体験、吾妻農産加工組合の加工所見学、雲仙きのこ本舗の工場
見学のほか、雲仙市および島原地域の農水産業・加工などに関す
る講義を受けました。
　それぞれの現場において、学生との相互交流と活発な意見交換
が行われました。

国が違っても友達になれる
　韓国求礼郡の求礼高校と求礼農業高校の10人が、７月14日～19日まで
の５泊６日の日程で雲仙市を訪問し、国見高校の生徒たちと交流を行い
ました。
　訪問した高校生は、まちおこし音頭「国見よかよか」の練習、英会話
や調理実習の合同授業、球技大会への参加、茶道体験、部活動体験など
のほか、生徒の家に２日間ホームステイをするなど多くの体験を行い、
国見高校の生徒と交流を深めました。始めは、言葉が通じず困る場面も
ありましたが、日を追うごとに身振り手振りで何とか会話ができるよう
になりました。
　また、国見高校の生徒10人は、９月に求礼郡を訪問し、交流を行い、
ソウル特別市で開かれる「日韓交流おまつり 2008 in Seoul」に参加
します。その際に今回訪問した韓国の高校生と一緒に「国見よかよか」
を披露します。
　今回の交流が日韓友好の懸け橋となり、今後の青少年交流につながる
ことが期待されます。

100回目のハッピーバースデイ♪
　元気に100歳の誕生日を迎えられた２人に、市からお祝いが贈られました。
　７月５日に誕生日を迎えられた田中スヱモさん（小浜町）に、７月７日、市からのお祝いが金子副市長
から手渡されました。田中さんは、副市長からのお祝いの言葉をうれしそうに聞いていらっしゃいました。
　７月18日に誕生日を迎えられた種村初實さん（小浜町）には、奥村市長から市からのお祝いが手渡されました。
種村さんは、市長からの問いかけにとてもうれしそうに耳を傾けていらっしゃいました。
　お２人とも、これからも健康で長生きされ、幸せにお過ごしください。

皆さまのあたたかい気持ちに「謝謝！」
　今年５月12日に発生した「中国・四川大地震」に対し、市民皆さ
まからご協力いただいた義援金を長崎市の中華人民共和国駐長崎
総領事館へ贈呈したところ、同領事館の滕安軍総領事が、７月25
日に雲仙市をお礼訪問されました。総領事は「避難所での被災者
が少しでも快適に過ごせるよう、義援金を雄幸に活用させていた
だきます」と感謝の言葉を述べ、市長へお礼状を手渡されました。
　なお、５月２日から３日に発生した「ミャンマー・サイクロン
災害」、６月14日に発生した「岩手・宮城内陸地震災害」におい
ても、皆さまからの義援金を日本赤十字社長崎県支部に贈呈しま
した。
　ご協力ありがとうございました。

地域防災に新たな仲間
　小浜消防署管内新入団員特別訓練が、７月５日から６日にかけて
行われました。
　小浜消防署管内の５支団（吾妻、愛野、千々石、小浜、南串山）
の新入団員４３人は、礼式訓練やホース延長訓練、小型ポンプの取
り扱いなど消防団員としての基本的な技術の習得に取り組みました。
また、夜間には心肺蘇生法やＡＥＤの取り扱いなどの救命講習を受
講しました。
　この訓練で習得した技術を、今後の消防活動に生かし、地域防災
の一員として活躍することを期待します。
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健 康 が い ち9月 ば ん ！ ◎健康づくり課　☎38－3111

食卓から健康を考える うんぜん健康レシピ
ちか

ら

ふるさとの
「もずく寒天」力

材料（４人分） 作り方

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会千々石支部

もずく………………… 160g
寒天……………………1/2本
昆布だし汁……………250㏄
Ａ
　うすくち醤油……小さじ2
　砂糖………………大さじ1
　塩…………………… 少々
Ｂ
　こいくち醤油
　　　　 ……大さじ1と1/2
　砂糖………………小さじ1
　酢…………………大さじ1
　水…………………大さじ2
しょうが……………… 適量

寒天を昆布のだし汁で煮溶かし、Ａで味付け
した後、さらに10分ほど煮つめる。
流し箱にあら切りしたもずくを入れ、①を流
し入れて固める。
②を器に返し、適当な大きさに切る。
Ｂを混ぜ合わせたかけつゆをかけ、最後にす
りおろしたしょうがをのせてできあがり。

懐石料理の一品にもなっています。
食欲のない時期にもおすすめの料理です。

①

②

③
④

〈１人分の栄養価〉
　エネルギー：26kcal
　たんぱく質：0.9g
　カルシウム：20㎎
　塩　　　分：1.8g

あなたが大切

《一人で悩みや苦しみを抱え込まず、まずはご相談ください》

長崎いのちの電話　☎095（842）4343

～自殺から目をそらさないで！大切な命を守るために～

自殺問題やさまざまな心の悩み相談

（午前９時～午後10時、年中無休）
長崎県精神科救急情報センター
　　　　　　　　　　☎0957（53）3982

緊急な精神医療受診の相談

（24時間、年中無休）

長崎県県南保健所　保健福祉班　☎0957（62）3287
心の健康、身近な精神医療受診の相談

（午前９時～午後５時、月曜日～金曜日）

※毎月第３土曜日は24時間対応

　警察庁の統計によると、昨年１年間の自殺者
数は、全国で約３万３千人。これは、同じ年の
交通事故死亡者数の約７倍になります。
　自殺の原因・動機で最も多いのが「健康問
題」で、その中でもうつ病等の精神疾患の割合
が多くなっています。
　また、内閣府が発表した「自殺対策に関する
意識調査」では、成人男女の約２割が本気で自
殺を考えたことがあり、そのうちの約６割が
「誰にも相談せず、一人で悩んでいた」という
結果が出ました。

●広報うんぜん
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健 康 が い ち9月 ば ん ！ ◎健康づくり課　☎38－3111

食卓から健康を考える うんぜん健康レシピ
ちか

ら

ふるさとの
「もずく寒天」力

材料（４人分） 作り方

雲仙市食生活改善推進員連絡協議会千々石支部

もずく………………… 160g
寒天……………………1/2本
昆布だし汁……………250㏄
Ａ
　うすくち醤油……小さじ2
　砂糖………………大さじ1
　塩…………………… 少々
Ｂ
　こいくち醤油
　　　　 ……大さじ1と1/2
　砂糖………………小さじ1
　酢…………………大さじ1
　水…………………大さじ2
しょうが……………… 適量

寒天を昆布のだし汁で煮溶かし、Ａで味付け
した後、さらに10分ほど煮つめる。
流し箱にあら切りしたもずくを入れ、①を流
し入れて固める。
②を器に返し、適当な大きさに切る。
Ｂを混ぜ合わせたかけつゆをかけ、最後にす
りおろしたしょうがをのせてできあがり。

懐石料理の一品にもなっています。
食欲のない時期にもおすすめの料理です。

①

②

③
④

〈１人分の栄養価〉
　エネルギー：26kcal
　たんぱく質：0.9g
　カルシウム：20㎎
　塩　　　分：1.8g

あなたが大切

《一人で悩みや苦しみを抱え込まず、まずはご相談ください》

長崎いのちの電話　☎095（842）4343

～自殺から目をそらさないで！大切な命を守るために～

自殺問題やさまざまな心の悩み相談

（午前９時～午後10時、年中無休）
長崎県精神科救急情報センター
　　　　　　　　　　☎0957（53）3982

緊急な精神医療受診の相談

（24時間、年中無休）

長崎県県南保健所　保健福祉班　☎0957（62）3287
心の健康、身近な精神医療受診の相談

（午前９時～午後５時、月曜日～金曜日）

※毎月第３土曜日は24時間対応

　警察庁の統計によると、昨年１年間の自殺者
数は、全国で約３万３千人。これは、同じ年の
交通事故死亡者数の約７倍になります。
　自殺の原因・動機で最も多いのが「健康問
題」で、その中でもうつ病等の精神疾患の割合
が多くなっています。
　また、内閣府が発表した「自殺対策に関する
意識調査」では、成人男女の約２割が本気で自
殺を考えたことがあり、そのうちの約６割が
「誰にも相談せず、一人で悩んでいた」という
結果が出ました。

乳幼児予防接種
事業名 対象者 実施日 受付時間 会　　場

BCG 生後３カ月～６カ月未満
　９日（火） １３：３０～１３：５０ 吾妻保健センター

１８日（木） １３：３０～１３：５０ 南串山保健福祉センター

ポリオ 生後３カ月～９０カ月未満

　２日（火） １３：３０～１３：５０ 国見農村環境改善センター

１７日（水） １３：３０～１３：５０ 愛野保健福祉センター

２６日（金） １３：３０～１３：５０ 小浜老人福祉センター

☆生後３カ月を過ぎたら、ＢＣＧから接種しましょう。	 	 	 	

母子保健事業
事業名 地　区 対象者 日付 受付時間 会　　場

赤ちゃん
健康相談

瑞 穂・吾 妻
(午前）１歳未満(H１９年９月～H２０年４月生）

 3日（水）
９：3０～１０：3０

瑞穂町公民館
(午後）H２０年５月生 １3：3０～１3：４５

小浜・南串山
(午前）１歳未満(H１９年９月～H２０年４月生）

 ４日（木）
９：3０～１０：3０

南串山保健福祉センター
(午後）H２０年５月生 １3：3０～１3：４５

愛野・千々石
(午前）１歳未満(H１９年９月～H２０年４月生）

10日（水）
９：3０～１０：3０

千々石保健センター
(午後）H２０年５月生 １3：3０～１3：４５

国 見
(午前）１歳未満(H１９年９月～H２０年４月生）

11日（木）
９：3０～１０：3０

国見農村環境改善センター
(午後）H２０年５月生 １3：3０～１3：４５

１歳６カ月児
健康診査 愛野・千々石 H１８年１２月～H１９年１月生 ２５日（木） １3：００～１3：１５ 愛野保健福祉センター

２歳児親子
歯科健康診査 小浜・南串山 H１７年１２月～H１８年２月生 12日（金） １3：００～１3：１５ 小浜老人福祉センター

３歳児
健康診査

瑞 穂・吾 妻 H１７年１月～3月生 19日（金） １3：００～１3：１５ 瑞穂町公民館

小浜・南串山 H１７年１月～3月生 30日（火） １3：００～１3：１５ 南串山保健福祉センター

☆赤ちゃん健康相談（午前）は自由参加です。
☆赤ちゃん健康相談（午後）、１歳６カ月児健康診査、２歳児親子歯科健康診査、３歳児健康診査の対象者には
　健康づくり課から通知します。	 	 	 	 	

献血

愛の献血をお願いします！
　あなたの献血が、患者さんの生命を助けます。
　あなたも愛の献血に、ぜひご協力ください。

日付 時　　間 場　　所

１6日（火）
  ９：００～１１：００ 雲仙警察署

１２：3０～１6：００ 小浜総合支所

１８日（木）
  ９：００～１１：3０

雲仙市役所
１２：3０～１５：3０

☆場所・時間等が変更になる場合もあります。
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農林水産業ゆめみらい事業（提案型）

農林水産課

追加募集を行います。
対象事業　
①地域農林水産業への貢献および具体
的な効果や成果が期待できる事業
②先駆性・新規性・独創性・工夫性な
どアイデアが認められる事業
③事業の必要性・緊急性に基づき地域
課題の解決が図られる事業� など
※対象とならない事業もあります。
応募資格
《農林部門》
・市内に住所を有する農業法人、認定
農者
・市内に住所を有する農業者が、２戸
以上で組織する団体

《林業部門》
・市が出資する団体
・市内に住所を有する林業者が２戸以
上で組織する団体

補助率　補助対象経費の10分の7以
内（予算の範囲内）。なお、各部門ご
とに限度額が設定されています。
事業の実施期間　
11月ごろ～平成２1年３月３1日
募集期限　10月３1日(金)まで　※必着
応募方法　農林水産課または各総合支
所産業建設課に備え付けの様式に必要
事項を記入の上、必要書類を添付して
農林水産課または各総合支所に提出
※詳しくはお尋ねください。
問　農林水産課 農業班�（☎３8-３111）

国民宿舎「望洋荘」からのお知らせ

国民宿舎望洋荘

市教職員住宅入居者募集

教育委員会総務課

　現在空いている教職員住宅の一般入
居者を募集します。
募集住宅　

住宅名 鬼池教職員住宅
号　 室 Ｃ２
所　 在 南串山町甲1２7３
建　 設 昭和６0年度
構　 造 ブロックコンクリート造
間　 取 和室６帖×３

駐車場 有
使用料� （単位：円）

政令月収 鬼池教職員住宅
～１２３，０００ ９，800�
～１５３，０００ 11，９00�
～１７８，０００ 1４，100�
～２００，０００ 1６，２00�

※敷金は家賃の３カ月分です。
申込期限　９月1９日（金）まで
申込方法　教育委員会または各駐在に
募集要項を備え付けていますので、よく
読み、必要な書類を教育委員会または
各駐在に提出してください。（所得証明書
や保険証の写しなど提出する書類が多くあ
りますので、早目の準備をお願いします。）

※申込数が募集戸数より多い場合は、
抽選で入居者を決定します。
※入居条件や抽選会日時、部屋の公開
日など詳しくはお問い合わせください。

問　教育委員会総務課　総務班
� （☎３7-３11３）

問　国民宿舎　望洋荘�（☎7４-３1４1）

視力障害センターの教育・訓練生募集

福祉課

平成２１年度国立福岡視力障害
センターの教育・訓練生の募集を
します
◎就労移行支援（養成施設）
　視覚に障害がある人にあんまマッ
サージ指圧師、はり師、きゅう師の養
成を行い、就労を支援します。
募集人員　３0人
応募要件　身体障害者手帳の交付を受
けた視覚に障がいのある18歳以上
６５歳未満で、次の要件に該当する人
・大学に入学することができる人
� （学校教育法第９0条１項）
・専修学校、各種学校等における「学
習歴」が高等学校卒業と同等の人お
よび外国人学校等を卒業した人で、
高等学校卒業と同等以上の学力があ
ると認められた人

応募期限　11月７日(金)まで　※必着
応募先　福祉課、福祉課吾妻駐在、各
総合支所市民生活課
◎自立訓練支援（機能訓練）
　視覚に障害のある人に訓練を行い、
家庭生活、地域生活、職業生活におい
て円滑にすごせるよう支援します。
訓練内容　
①歩行訓練（屋内での移動、白杖を使
用した歩行等）
②日常生活訓練（家事管理・身辺処
理・調理等）
③コミュニケーション訓練（点字・パ
ソコン等）
④ロービジョン訓練（保有する視覚を
活用した生活活動の訓練）
⑤スポーツ訓練
⑥レクリエーション
⑦その他必要とする訓練
募集人員　10人
応募要件　
身体障害者手帳の交付を受けた１５歳
以上の比較に障害がある人で、各種生
活技能の習得が必要な人
応募期間　随時
応募先　福祉課、福祉課吾妻駐在、各
総合支所市民生活課
問　・福祉課　障害福祉班
� （☎３６-２５00）
　　・国立福岡視力障害センター
� （☎0９２-80６-1３６1）

臨時休業のお知らせ
5,500円大人

　６，７６５円 ➡5,500円
4,500円子ども

　５，９８５円 ➡4,500円

９月３０日までです！雲仙市民限定の
サマータイムスペシャルプラン

※雲仙市民であることを確認するため、住所の確認
　できる書類（運転免許証など）を提示してください。

宿泊料（税込み）―１泊２食付―

　改修工事に伴い、１０月１日～
１１月３１日までの間、休館します。
　営業開始は１２月１日を予定し
ています。

臨時休業のお知らせ
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旧木津保育園をお貸しします

福祉課

　市では、未使用財産や頻度が少ない
市有財産について貸付などを行い、そ
の有効活用を図っています。
　今回、小浜町旧木津保育園を活用し
た社会福祉事業を実施し、その運営を
行う社会福祉法人などの募集を行いま
す。
対象施設
　旧木津保育園（小浜町富津8４６番地）
　敷地面積：10６1．78㎡
　建物構造：鉄筋コンクリート２階建て
　建物面積：２５６．６㎡
賃貸料　
・建物については、無償で貸与します。
・土地については、土地評価額の３％
（３0４,６8３円）を年額とします。

貸付期間　契約締結の日から３年間
整備補助等　
既存の施設をそのまま利用していただ
きます。市からの補助はありません。
応募要件　
別に定める事業を行う社会福祉法人な
どであり、すでに市内に事務所あるい
は事業所があること。
※その他応募要件、提出書類などは、
市のホームページでご覧ください。

応募期限　９月３0日（火）まで
応募先　問合せ先と同じ
問　福祉課　児童家庭班
� （☎３６-２５00）

母子･寡婦福祉資金貸付制度の案内

福祉課

　母子・寡婦福祉資金とは、母子家庭
や寡婦のかたが経済的に自立して、安
定した生活を送るために必要とする資
金のことです。
貸付金の種類　
事業開始資金、修学資金、就学支度資
金、技能習得資金、医療介護資金、生
活資金、住宅資金、転宅資金　ほか

※貸付金の限度額、期間、利率など資
金の種類によって異なります。
　詳しくはお尋ねください。
問　福祉課　児童家庭班
� （☎３６-２５00）

更新のお知らせ

福祉課

福祉医療費受給者証を更新しましょう
　身体障害者手帳、療育手帳をお持ち
の人で、福祉医療費を受給している人
は、毎年更新が必要です。
　受付期間内に更新しない場合、10
月から福祉医療費の助成を受けること
ができなくなります。
対象者　
・身体障害者手帳１・２級を持つ人
・身体障害者手帳３級を持つ人
（ただし、後期高齢者医療適用者を除く）
・療育手帳Ａ１・Ａ２を持つ人
・療育手帳Ｂ１を持つ人
（ただし、後期高齢者医療適用者を除く）
受付期間　９月1６日（火）～３0日（火）
申請に必要なもの　身体障害者手帳ま
たは療育手帳、保険証、印鑑、本人名
義の通帳または口座番号を確認できる
もの
受付場所　福祉課または福祉課吾妻駐
在、各総合支所市民生活課
問　福祉課　市民福祉班�（☎３６-２５00）

温暖化防止の取組み募集

環境政策課

「雲仙市地球温暖化防止対策地
域行動計画」に基づく取組みを募
集します
　この行動計画は、雲仙市全体の地球
温暖化防止対策を推進する上で基本と
なるもので、今年７月に策定されました。
　そこで、この行動計画を具体的に実践
していくために、皆さんに年度ごとに実
践していただける取組みを募集します。
応募資格　市内に居住または勤務して
いる人（個人・団体は問いません）
応募方法　平成２0年度「雲仙市地球
温暖化防止対策地域行動計画」活動報
告様式に、必要事項を記入の上環境政
策課に提出してください（行動計画や
様式は市のホームページからダウン
ロードするか、直接環境政策課へ請求
してください）。
募集期限　９月３0日（火）まで
※取組みを提出していただいた皆さん
には、次年度はじめに取組み状況を
お尋ねします。また、取組み内容は、
原則として年１回公表します。

問　環境政策課　環境班�（☎３8-３111）

市体育協会事務局次長募集

スポーツ振興課

雇用期間　
10月１日～平成２1年３月３1日
� （勤務実績により継続雇用可）
休日　土、日、祝日、年末年始
（ただし、スポーツイベントなどがあ
る場合は出勤とし、振替休日対応）
勤務時間　
午前８時３0分～午後５時1５分
� （１日８時間）
応募資格　
・市内に住所を有する３0歳～ ６0歳
までの人（平成２0年９月１日現在）
・競技スポーツ経験者で、スポーツ振
興に熱意と見識を持ち、心身ともに
健康な人

募集人員　１人
業務内容　体育協会事業、事務全般
勤務場所　体育協会事務局
� （スポーツ振興課内）
報酬　月額1３６，000円（通勤手当有）
社会保険等　
健康保険、厚生年金、雇用保険
選考方法　作文（国語辞典持ち込み可）、面接
選考日時　９月２４日（水）午前９時～
選考場所　教育委員会（千々石庁舎）
申込期限　９月1９日(金)まで　※必着
申込方法　市販の履歴書に写真を貼り、
必要事項を自筆で記入の上、体育協会
事務局へ提出してください。（郵送可）
問　〒8５４－0４９２
　　雲仙市千々石町戊５8２
　　雲仙市体育協会事務局
　　（教育委員会スポーツ振興課内）
� （☎３7-３11３）

合同行政相談会開設

市民課

　合同行政相談会では、市民の皆さん
の道路、税金、福祉、相続、登記など
に対する意見・要望などを受け付け、
相談者と関係機関との間に立って、公
正・中立な立場から問題解決を図って
いきます。
　相談は無料で、秘密は固く守られます。
　お気軽にご相談ください。
日時　10月２1日（火）　
　　　午後１時３0分～４時３0分
時間　愛野町公民館
問　市民課　市民生活班�（☎３8-３111）

市からのお知らせINFORMATION
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思
春
期
保
健
対
策
研
修
会

　

県
内
の
小
・
中
学
校
で
増
加
し
て
い

る
「
不
登
校
」
に
つ
い
て
、
講
話
や
取

組
み
の
事
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

９
月
26
日
（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
～
５
時

場
所　

有
明
町
総
合
文
化
会
館

�

（
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
）

内
容　

・
講
話　
「
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
へ

～
大
人
の
私
た
ち
が
で
き
る

こ
と
～
」

　
　
　
　
　

三
和
中
央
病
院　

副
院
長

�

松
本
喜
代
隆　

先
生

・
報
告
①�

不
登
校
児
親
の
会　

ハ
チ

ミ
ツ
倶
楽
部
の
活
動
に
つ

い
て

・
報
告
②�

不
登
校
児
へ
の
取
り
組

み
・
対
応
に
つ
い
て

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
９
月
1２（
金
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

問　

県
南
保
健
所　

保
健
福
祉
班

☎
０
９
５
７
（
62
）
３
２
８
７

特
別
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

９
月
29
日
ま
で
小
浜
歴
史
資
料
館
で

開
か
れ
て
い
る
「
湯
太
夫
・
庄
屋
元�

本
多
家
の
ゆ
か
り
の
人
々
と
国
際
交
流

展
」
の
特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

講
演　
「
長
崎
・
茂
木
海
道
か
ら

�

小
浜
・
雲
仙
へ
の
道
」

　
　
　

長
崎
総
合
科
学
大
学
教
授

�
ブ
ラ
イ
ア
ン・バ
ー
ク
ガ
フ
ニ
氏

日
時　

９
月
17
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

場
所　

小
浜
総
合
支
所
旧
議
場（
３
階
）

入
場
料　

無
料

問　

小
浜
歴
史
資
料
館

☎
０
９
５
７
（
7５
）
０
８
５
８

警
察
相
談
の
日

　

警
察
で
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
、
夫
婦
間

の
暴
力
、
児
童
虐
待
、
少
年
非
行
、
悪

質
商
法
、
民
事
介
入
暴
力
を
は
じ
め
、

事
件
・
事
故
に
至
っ
て
い
な
い
場
合
で

も
、
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

９
月
11
日
は
「
警
察
相
談
の
日
」
で

す
。
出
張
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で

警
察
施
設
に
は
相
談
に
行
き
づ
ら
い
と

思
っ
て
い
る
人
な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の
出
張

相
談
所
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

９
月
11
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

瑞
穂
町
公
民
館

問　

雲
仙
警
察
署
警
務
課

☎
０
９
５
７
（
7５
）
０
１
１
０

９
月
21
日
～
30
日

秋
の
交
通
安
全
運
動　

～
思
い
や
り 

若
葉
へ 

紅
葉
へ 

歩
行
者
へ
～

次
の
４
項
目
を
重
点
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

・
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

・
夕
暮
れ
・
夜
間
の
歩
行
者
と
自
転
車

の
交
通
事
故
防
止

※
期
間
中
は
、
市
内
各
所
で
広
報
啓
発

活
動
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問　

市
民
課　

市
民
安
全
班

☎
（
3８
）
３
１
１
１

手
話
通
訳
者
を
介
し
た
年
金
相

談
（
無
料
）
を
実
施
し
ま
す

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
社
会
保
険
事

務
所
な
ど
か
ら
所
定
の
用
紙
を
取
寄

せ
、
希
望
す
る
相
談
日
の
前
の
週
の
金

曜
日
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
月
第
２
土
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　

諫
早
社
会
保
険
事
務
所

問
・
長
崎
社
会
保
険
事
務
局
年
金
課

　

Ｆ
ａ
ｘ
０
９
５（
８
３
２
）６
２
５
０

　

☎
０
９
５
（
８
３
２
）
６
２
５
４

・
諫
早
社
会
保
険
事
務
所
総
合
相
談
室

　

Ｆ
ａ
ｘ
０
９
５
７
（
26
）
１
９
４
９

　

☎
０
９
５
７
（
2５
）
１
６
６
３

長
崎
県
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

県
内
に
居
住
し
て
い
る
求
職
活
動
中

の
中
高
年
者
（
お
お
む
ね
3５
歳
以
上
）

を
対
象
と
し
、
自
己
分
析
、
応
募
書
類

の
書
き
方
や
面
接
訓
練
な
ど
を
行
い
ま

す
。

会
場
・
日
程　

○
長
崎
地
区　

９
月
2５
日
（
木
）

　

大
黒
町
交
通
会
館　

３
階　

５
号
室

○
島
原
地
区　

10
月
23
日
（
木
）

　

島
原
文
化
会
館　

小
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

申
込
先　
（
問
い
合
わ
せ
先
と
同
じ
）

問　

長
崎
県
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
８
５
０
︲
０
８
４
１　

長
崎
市
銅
座

町
４
︲
１　

り
そ
な
長
崎
ビ
ル
４
階

☎
０
９
５
（
８
１
８
）
８
７
８
９

Ｆ
ａ
ｘ
０
９
５
（
８
２
３
）
７
０
１
８

事
業
主
の
義
務
で
す
！

�

外
国
人
雇
用
状
況
の
届
出

○
す
べ
て
の
事
業
主
に
、
外
国
人
（
特

別
永
住
者
を
除
く
）
の
雇
入
れ
と
離

職
の
際
に
、
そ
の
つ
ど
当
該
外
国
人

の
氏
名
、在
留
資
格
な
ど
を
確
認
し
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
怠
る

と
、
30
万
円
以
下
の
罰
金
）

○
施
行
日
前
（
平
成
19
年
９
月
30
日
以

前
）
か
ら
継
続
雇
用
し
て
い
る
外
国

人
に
つ
い
て
も
、
平
成
20
年
10
月
１

日
ま
で
に
、
在
留
資
格
な
ど
を
確
認

し
、
届
出
を
行
う
こ
と
が
事
業
主
に

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。（
怠
る

と
、
30
万
円
以
下
の
罰
金
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
届
出
も
可

能
で
す
。
ま
た
、
雇
用
保
険
の
手
続

き
の
際
に
併
せ
て
行
う
こ
と
も
可
能

で
す
。

�

（https://gaikokujin．hellow
ork．

go．jp/gkjgs/index．jsp

）

問
・
長
崎
労
働
局

　

☎
０
９
５
（
８
０
１
）
０
０
４
０

・ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
島
原

　

☎
０
９
５
７
（
63
）
８
６
０
９

・�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
諫
早

　

☎
０
９
５
７
（
21
）
８
６
０
９

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

　

現
在
子
ど
も
の
人
権
問
題
（
い
じ

め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
）
に
関
す
る
電

話
相
談
所
を
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
９
月
８
日
～
14
日
を
強
化
週
間

～夜間はライト上向きが基本です～

　今年、上半期に発生した県下の夜間に
おける対歩行者の交通死亡事故７件のうち
６件は、前照灯が上向きであれば回避が
可能な状況であったと分析されています。
　ライト下向きでは、照射範囲は４0m
（上向きでは100m）です。危険を発見
してから急ブレーキを踏んでも間に合わ
ないことがあります。
　対向車や先行車がいないときは、ライ
トを上向きにし、こまめな切り替えを行
い、危険の早期発見に努めましょう。

問　市民課　市民安全班��（☎３8-３111）

夜間のハイビーム運動

情　報
Information

問い合わせはこちらまで

雲仙市役所
国見総合支所

瑞穂総合支所

愛野総合支所

千々石総合支所

小浜総合支所

南串山総合支所

雲 仙 出 張 所

教 育 委員会
国 見 駐 在

瑞 穂 駐 在

吾 妻 駐 在

愛 野 駐 在

小 浜 駐 在

南 串 山 駐 在

福 祉事務所

☎0957（38）3111
☎0957（78）2111

☎0957（77）2111

☎0957（36）2111

☎0957（37）2001

☎0957（74）2111

☎0957（88）3111

☎0957（73）3445

☎0957（37）3113
☎0957（78）1100

☎0957（77）2125

☎0957（38）3108

☎0957（36）0616

☎0957（74）2111

☎0957（88）3114

☎0957（36）2500
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と
し
、
相
談
時
間
を
延
長
し
、
土
日
も

休
ま
ず
相
談
に
応
じ
ま
す
。

�

相
談
は
法
務
局
職
員
お
よ
び
人
権
擁

護
委
員
が
担
当
し
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

日
時　

９
月
８
日
（
月
）
～
14
日
（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

※
た
だ
し
、
土
日
は
午
前
10
時
～
午
後

５
時
ま
で
と
し
ま
す
。

電
話
番
号

�

０
１
２
０
︲
０
０
７
︲
１
１
０

�

（
全
国
共
通
・
無
料
）

問　

長
崎
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
５
（
８
２
０
）
５
９
８
２

障
害
者
就
職
面
接
会
、高
年
齢
者・

障
害
者
雇
用
支
援
の
つ
ど
い

　

９
月
の
障
害
者
雇
用
支
援
月
間
、
10

月
の
高
年
齢
者
雇
用
支
援
月
間
に
合
わ

せ
、
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

◎
障
害
者
就
職
面
接
会

日
時　

９
月
2５
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　

県
立
総
合
体
育
館

�

（
長
崎
市
油
木
町
７
︲
１
）

問　

長
崎
労
働
局
職
業
対
策
課

☎
０
９
５
（
８
０
１
）
０
０
４
２

◎
高
年
齢
者・障
害
者
雇
用
支
援
の
つ
ど
い

日
時　

10
月
1５
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
長
崎

�

（
長
崎
市
茂
里
町
３
︲
20
）

内
容　

事
業
所
・
勤
労
者
の
表
彰
、
体

験
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

�

ほ
か

問
・
長
崎
県
産
業
労
働
部
雇
用
労
政
課

　

☎
０
９
５
（
８
９
５
）
２
７
１
４

・（
社
）
長
崎
県
雇
用
支
援
協
会

　

☎
０
９
５
（
８
２
７
）
６
８
０
５

障
害
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
免
除
基
準

が
１0
月
１
日
か
ら
変
わ
り
ま
す

�

申
請
窓
口　

福
祉
事
務
所
、
福
祉
課
吾

妻
駐
在
、
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

問
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
崎
放
送
局
営
業
部

　

☎
０
９
５
（
８
２
１
）
１
１
８
８

・
雲
仙
市
福
祉
事
務
所

　

☎
０
９
５
７
（
36
）
２
５
０
０

１0
月
１
日
～
７
日　

公
証
週
間

　

公
証
制
度
と
は
、不
動
産
の
売
買
や
、

遺
言
書
、金
銭
の
貸
借
な
ど
に
つ
い
て
、

公
証
人
が
公
文
書
で
あ
る
公
正
証
書
を

作
成
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
を
図
る

制
度
で
す
。

　

公
証
人
は
長
年
、
裁
判
官
・
検
察
官

な
ど
を
務
め
た
法
律
の
専
門
家
の
中
か

ら
法
務
大
臣
が
任
命
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問　

諫
早
公
証
役
場

☎
０
９
５
７
（
23
）
４
５
５
９

抱
え
き
れ
な
い
借
金
で
お
困
り

の
人
へ

　

長
崎
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重
債
務

相
談
の
た
め
の
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
自
ら
の
収
入
で
返
済
し
き
れ
な
い

ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、
悩
ん
で
い
る
人

か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
相
談
者
の
抱
え

る
借
金
の
状
況
な
ど
を
お
聞
き
す
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
弁
護
士
・
司
法

書
士
な
ど
の
専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
、
相
談
は
無
料
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口　

長
崎
財
務
事
務
所

�

（
多
重
債
務
相
談
窓
口
）

内
容　

月
曜
日
～
金
曜
日

�
（
年
末
年
始
・
祝
祭
日
を
除
く
）

　
　
　

午
前
９
時
～
正
午
、

�
午
後
１
時
～
５
時

問　

長
崎
財
務
事
務
所

☎
０
９
５
（
８
２
２
）
４
２
７
１

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

消
防
吏
員
採
用
試
験

職
種　

消
防
吏
員

受
験
資
格　

要
件
を
す
べ
て
を
満
た
す

　
　
　
　
　

人

①
昭
和
５3
年
４
月
２
日
～
平
成
３
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
域
内
に
居

住
す
る
人
ま
た
は
採
用
後
居
住
可
能

な
人

試
験
内
容　

教
養
試
験
、
身
体
検
査
、
体
力
試
験

第
１
次
試
験　

10
月
26
日
（
日
）　

試
験
会
場　

北
諫
早
中
学
校

受
付
期
間　

�

９
月
８
日
（
月
）
～
22
日
（
月
）

�

※
消
印
有
効

問　

県
央
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
　

消
防
本
部
消
防
総
務
課

☎
０
９
５
７
（
23
）
０
１
１
９

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
（
第
１
類
～
第
６
類
）、

丙
種

受
験
対
象　

一
般
・
高
校
生

試
験
日　

11
月
30
日
（
日
）

試
験
会
場　

島
原
市
・
島
原
工
業
高
等
学
校

諫
早
市
・
諫
早
農
業
高
等
学
校　

ほ
か

受
付
期
間　

�

９
月
26
日
（
金
）
～
10
月
14
日
（
火
）

�

※
消
印
有
効

問　
（
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

�

長
崎
県
支
部

☎
０
９
５
（
８
２
２
）
５
９
９
９

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証（
海
技

免
状
）更
新・失
効
再
交
付
講
習

有
効
期
限
１
年
前
か
ら
更
新
で
き
ま

す
。

日
時　

９
月
27
日
（
土
）　

受
付
は
午
後
12
時
30
分
～

場
所　

国
見
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

必
要
書
類　

・
小
型
船
舶
操
縦
免
許
証（
海
技
免
状
）

・
本
籍
記
載
の
住
民
票　

１
通

・
写
真
（
縦
4.5
㎝
×
横
3.5
㎝
）　

２
葉

費
用　
（
新
免
状
の
郵
送
料
を
含
む
）

更
新　
　

８
，
６
０
０
円

失
効　

１
４
，
７
０
０
円

問
・
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｓ
長
崎
事
務
所

　

☎
０
９
５
（
８
３
２
）
８
８
５
０

・
海
事
相
談
事
務
所
あ
く
た

　

☎
０
９
０
（
２
５
８
０
）
６
７
６
９

全額免除
【障害のある人を世帯構成員に有する場合】

半額免除
【障害のある人が世帯主の場合】

従　来 １０月１日から 従　来 １０月１日から

身体
障害者

生活保護法による最低生活
費の額に身体障害者特別加
算額を加算した額の費用に
よって営まれる生活状態以
下の世帯

世帯構成員全員が市
町村民税非課税

●視覚・聴覚障害者
●重度の肢体不自由
者

●視覚・聴覚障害者
（変更なし）
●重度の身体障害者
（内部機能障害な
どを追加）

知的
障害者

重度の知的障害者を構成員
に有する世帯で、世帯構成
員全員が市町村民税非課税

世帯構成員全員が市
町村民税非課税（重
度以外も対象）

適用外 重度の知的障害者

精神
障害者 適用外 世帯構成員全員が市

町村民税非課税 適用外 重度の精神障害者

テレビについての大切なお知らせ

　２０１１年７月２４日までに地上アナログ放送・ＢＳアナログ放送が終了します。それ以降は、アナログ
テレビをお使いの方は、そのままではテレビ放送（デジタルテレビ放送）を見ることができません。

という方法があります
（ただし、①、②はＵＨＦアンテナが必要です）。
詳しくはお問合せください。

総務省地デジコールセンター ☎０５７０（０７）０１０１
ＢＳデジタル放送お問合せセンター ☎０570（０１）２０１１

地上デジタル放送を
視聴するには？ ➡

①地上デジタル放送対応のテレビに買い換える
②地上デジタルチューナーを買い足す
③地上デジタル放送対応済みのケーブルテレビで視聴する
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受付時間：午後１時～２時３０分
健（検）診の種類 実施日 会　　　場

特定健診

健康診査

若年者健診

生活機能評価
＋

結核・肺がん検診

大腸がん検診

前立腺がん検診

肝炎ウィルス検査

 ９月 ５日（金）
　瑞穂町公民館 ９月 ７日（日）

 ９月 ８日（月）
 ９月 １６日（火）

　神代研修センター ９月 １７日（水）
 ９月 １８日（木）
 ９月 １９日（金）

　国見農村環境改善センター ９月 ２１日（日）
 ９月 ２２日（月）
 ９月 ２３日（火）
 ９月 ２４日（水） 　船津東公民館
 ９月 ２５日（木） 　馬場集落センター ９月 ２６日（金）
 １０月 １日（水） 　南本町公民館（※予備健診日）　
 １０月 ７日（火） 　千々石保健センター（※予備健診日）

受付時間：午前８時３０分～１０時
健（検）診の種類 実施日 会　　　場

胃がん検診

腹部エコー検査

 ９月 １１日（木） 　瑞穂町公民館 ９月 １２日（金）
 １０月 １日（水） 　神代研修センター
 １０月 ２日（木） 　国見農村環境改善センター １０月 ３日（金）

受付時間：午前８時３０分～１０時
健（検）診の種類 実施日 会　　　場

　国民健康保険に加入している４０歳～７４歳
の人で、「胃がん検診｣「特定健康診査」など
を一緒に受ける場合は、右の日程で受診して
ください。

 ９月 ７日（日） 　瑞穂町公民館 ９月 ８日（月）
 ９月 ２１日（日）

　国見農村環境改善センター ９月 ２２日（月）
 ９月 ２３日（火）

特定健康診査は受診しましたか？特定健康診査は受診しましたか？
　特定健康診査の集団健診受診期間は９月までとなっています。
　上記※のとおり予備健診日を設けていますので、受診期間中に受けることができなかった人は、ぜひ受診してください。
　また、集団健診が都合で受診できない場合は、病院などで個別健診を受診することができますので、６月中旬に配布
した「健診に関するお知らせ」で紹介している医療機関で受診してください。
　その際には、「保険証」と「受診券」を忘れないよう注意してください。

9 月 集 健団 診 　対象者、自己負担金等異
なります。
　詳しくは、健診に関する
お知らせをご覧ください。

子どもに関する相談電話のお知らせ
雲仙市教育委員会

「親子ホットライン」
いじめの問題や不登校、そのほか子どもの教育
におけるいろいろな悩み相談にも対応します

雲仙市福祉事務所
「家庭ホットライン」

虐待されていたり、虐待されていると疑われる
子どもを発見したらお電話ください

その他、子育てについての悩みでも結構です

長崎県教育委員会
「いじめ相談ホットライン」
－24時間電話相談（全国統一ダイヤル）－

0120-967947 0120-928471 0570-078310
な や み 言 お う

※PHS、IP電話からはつながりません（フリーダイヤル） （フリーダイヤル）

教育委員会学校教育課 家庭児童相談室 長崎県教育委員会
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■人　口：49,867人（前月比－15人）
　　　　　男性：23,678人／女性：26,189人
■世帯数：16,463世帯（前月比＋4）
　※平成20年７月末現在（住民基本台帳）

ひとのうごき（雲仙市の人口）

■月：糖尿病はなぜこわいか
■火：骨粗しょう症はなぜこわいか
■水：中学１年生・高校３年生の麻疹・風疹の予防接種
■木：緑内障はなぜこわいか
■金：医療費は高いのか安いのか
■土・日：男性高齢者の排尿困難
       
       
      

今月の健康テレホンテーマ（長崎県保険医協会）

電話 095(826)5511

☆午前９時～翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが流れます

　診療時間　午前9時～午後5時

　国の行政機関などの業務への苦情、相談や要望はあり
ませんか。相談は無料です。

■国民健康保険税（３期）
　　　　　　　　９月30日（火）が納期限です
　あなたの税で あかるい ゆたかな 街づくり

今月の税

休日在宅当番医

稲本相談委員（国見町）　国見総合福祉センター

9月1日（月）、10月10日（金）　9:00～12:00

城相談委員（瑞穂町）　瑞穂町公民館

9月1日（月）、10月6日（月）　9:00～12:00

荒木相談委員（吾妻町）　吾妻老人憩の家

9月3日（水）、10月1日（水）　13:30～16:00

田尻相談委員（愛野町）　愛野保健福祉センター

9月19日（金）、10月17日（金）　13:30～16:00

町田相談委員（千々石町）　千々石総合支所相談室

9月8日（月）、10月14日（火）　13:00～16:00

中村相談委員（小浜町）　小浜総合支所2階第2会議室

9月2日（火）、10月7日（火）　13:00～16:00

茂相談委員（南串山町）　南串山総合支所別館第1会議室

9月9日（火）、10月14日（火）　13:00～15:00

行政相談

日 歯 科 医 院 名 電話番号 所在地

9月7日

14日

15日

21日

23日

28日

10月5日

永田歯科医院
キタ忍歯科医院
天野歯科
植木歯科医院
城代歯科医院
渡部歯科医院
田口歯科医院
大田歯科医院
畑中歯科医院
松藤歯科
寺田歯科医院
泉歯科医院
朝永歯科医院
前川歯科医院

37-2007
63-6711
37-2121
62-3765
37-2818
63-1750
36-3131
62-7407
36-3535
62-7355
36-2322
72-2066
38-3030
72-2055

千々石町
島原市
千々石町
島原市
千々石町
島原市
愛野町
島原市
愛野町
島原市
愛野町
南島原市
吾妻町
南島原市

日 医　療　機　関 電話番号 所在地

9月7日

14日

15日

21日

23日

28日

10月5日

佐藤医院
馬場医院
前田内科胃腸科医院
副島内科クリニック
よこた医院
くさの循環器内科
愛野記念病院
松島外科
永吉医院
木戸眼科
安藤病院
公立新小浜病院
有明保養院
天野医院

78-5555
73-3666
77-3089
74-3700
77-2000
37-6050
36-0015
74-4388
38-2015
74-3222
38-2152
74-2211
36-0153
37-2015

国見町
小浜町
瑞穂町
小浜町
瑞穂町
千々石町
愛野町
小浜町
吾妻町
小浜町
吾妻町
小浜町
愛野町
千々石町

☆変更になる場合がありますので、電話連絡後、受診してください

【歯科】診療時間　午前9時～正午

☆日程や時間など変更になる場合があります。詳細については
　各地区の総合支所まで確認してください。
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子
ど
も
た
ち
も
応
援

　

今
回
の
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
、
市
立
千
々
石
第
一

小
と
千
々
石
第
二
小
の
児
童
た
ち

が
、
サ
ミ
ッ
ト
参
加
者
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
「
し
お
り
」
の
作
成
に

向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
し
お
り
」
に
は
、
児
童
た
ち
の

手
書
き
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
添
え
ら

れ
る
予
定
で
す
。
さ
ら
に
、
千
々

石
第
二
小
で
は
、
廃
油
を
リ
サ
イ

ク
ル
し
、
環
境
浄
化
に
効
果
の
あ

る
Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
た
「
Ｅ
Ｍ
せ
っ

け
ん
」
を
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
「
環

境
」
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
る
こ

と
か
ら
、
参
加
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
よ
う
と
予
定
し
て
い
る
も
の
で

す
。

　

ま
た
、
市
立
千
々
石
中
学
校
で

は
、
生
徒
た
ち
が
間
伐
材
を
利
用

し
、
棚
田
に
見
立
て
た
鉛
筆
立
て

を
作
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
、
10
月
の
サ
ミ
ッ
ト
に
間
に
合

わ
せ
よ
う
と
、
夏
休
み
を
返
上
し

て
準
備
中
で
す
。

　

ほ
か
に
も
、
千
々
石
中
学
校
の

生
徒
全
員
に
よ
る
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「
棚
田
へ
行
こ
う
」
の
合
唱
や
市

内
中
学
・
高
校
の
吹
奏
楽
部
の
演

奏
な
ど
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
を
応
援
し
よ
う
と

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

郷
土
料
理
で
サ
ポ
ー
ト

　

今
回
の
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

「
食
」
の
分
野
で
も
多
方
面
の
皆

さ
ま
か
ら
応
援
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

で
き
る
限
り
地
元
の
特
色
を
出

す
た
め
に
、
昼
食
や
全
体
交
流
会

の
食
事
で
も
郷
土
料
理
を
中
心
と

し
た
献
立
と
な
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
昼

食
時
に
ガ
ネ
汁
や
肉
じ
ゃ
が
、
全

体
交
流
会
時
に
は
棚
田
米
を
使
っ

た
料
理
を
は
じ
め
と
し
て
、
小
浜

ち
ゃ
ん
ぽ
ん
や
六
兵
衛
、
ヤ
マ
メ
、

エ
タ
リ
な
ど
で
お
も
て
な
し
を
行

う
予
定
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
雲
仙
・
小
浜
の
調

理
師
会
や
Ｊ
Ａ
女
性
部
な
ど
、
関

係
各
団
体
か
ら
多
く
の
協
力
を
得

て
い
ま
す
。

協
力
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

ほ
か
に
も
、
現
地
で
の
説
明
や

バ
ス
の
案
内
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
が

必
要
で
す
。
10
月
17
日
の
現
地
見

学
会
や
分
科
会
、
全
体
交
流
会
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
個
人
・

団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
棚
田

サ
ミ
ッ
ト
を
み
ん
な
の
力
で
盛
り

上
げ
る
た
め
、
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
観
光
物
産
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
（
☎
38
‐
３
１

１
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
語
ろ
う
、

　
　
　
　
　

棚
田
の
未
来

棚
田
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
、

各
方
面
か
ら
応
援

ほっと＠うんぜん 地域情報配信システム

緊急募集

雇用期間
募集人員
勤務日および勤務時間

報　　酬
社会保険等

応募資格
申込期間
選　　考
申込方法

　

10
月
16
日
か
ら
18
日
ま
で
の
３
日
間
、
雲
仙
市
と
長
崎
市

で
行
わ
れ
る
「
第
14
回
全
国
棚
田
（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
」

を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
多
く
の
応
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
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